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朝
鮮
金
融
組
合
政
策
と
朝
鮮
農
村
社
会

　
　
1
「
満
洲
国
」
に
お
け
る
合
作
社
政
策
と
比
較
し
て
ー

片

桐

裕

子

38

一
、
問
題
の
所
在

二
、
初
期
金
融
組
合
と
朝
鮮
農
村

三
、
農
村
組
織
化
政
策
の
進
展

四
、
経
済
統
制
下
の
金
融
組
合

五
、
朝
鮮
社
会
の
対
応

六
、
結
　
　
語

一
、
問
題
の
所
在

　
本
稿
で
扱
う
の
は
、
戦
前
、
朝
鮮
に
お
い
て
日
本
が
行
っ
た
金
融
組
合
政
策
で
あ
る
。
金
融
組
合
は
、
日
韓
併
合
以
前
の
一
九
〇
七
年

に
地
方
金
融
組
合
と
し
て
発
足
し
て
お
り
、
日
本
が
朝
鮮
農
村
に
対
し
て
と
っ
た
最
も
大
規
模
で
最
も
長
期
に
わ
た
る
農
村
政
策
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

た
．
金
融
組
合
政
策
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
数
の
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
政
策
の
変
遷
や
性
格
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て



朝鮮金融組合政策と朝鮮農村社会

い
る
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
研
究
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
金
融
組
合
政
策
が
日
本
の
支
配
と
朝
鮮
農
村
社
会
と
の
接
点
で
あ
っ
た
こ
と
に
着
眼

し
、
日
木
の
政
策
と
在
来
社
会
の
対
応
と
い
う
観
点
か
ら
植
民
地
下
の
朝
鮮
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
．

　
一
般
に
朝
鮮
に
お
い
て
は
、
戦
前
日
本
が
事
実
上
植
民
地
化
し
た
他
の
地
域
と
比
較
し
て
、
日
本
の
植
民
地
支
配
が
最
も
強
固
に
遂
行

さ
れ
た
と
さ
れ
る
．
特
に
農
村
政
策
は
、
朝
鮮
の
場
合
、
台
湾
な
ど
と
比
較
し
て
は
る
か
に
強
固
に
農
村
社
会
の
末
端
に
ま
で
支
配
が
貫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

徹
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
、
日
本
の
支
配
下
に
あ
っ
た
諸
地
域
の
具
体
的
事
例
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
相
違
を

と
り
あ
げ
、
そ
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
相
違
の
原
因
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

　
筆
者
は
す
で
に
「
満
洲
」
（
以
後
括
弧
を
略
す
）
に
つ
い
て
、
「
満
洲
国
」
（
以
後
括
弧
を
略
す
）
の
合
作
社
政
策
を
と
り
あ
げ
、
日
本
の
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

策
と
在
来
中
国
社
会
の
対
応
と
い
う
観
点
か
ら
日
本
の
支
配
が
中
国
農
村
社
会
の
末
端
ま
で
掌
握
し
得
な
か
っ
た
事
実
を
分
析
し
た
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
満
洲
国
合
作
社
政
策
の
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
朝
鮮
金
融
組
合
政
策
と
そ
れ
に
対
す
る
朝
鮮
農
村
社
会
の
対
応
に
つ
い
て
、

合
作
社
政
策
と
比
較
し
、
そ
の
相
違
点
と
相
違
の
原
因
に
つ
い
て
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
．
朝
鮮
金
融
組
合
の
歴
史
は
一
九
〇
七
年
か
ら
一

九
四
五
年
に
亙
る
が
、
本
稿
で
は
満
洲
国
合
作
社
と
対
比
さ
せ
る
た
め
、
分
析
の
力
点
を
一
九
三
〇
年
代
以
降
に
置
く
．
ま
た
、
金
融
組

合
の
機
構
や
政
策
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
発
表
さ
れ
た
研
究
成
果
が
扱
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
詳
細
を
述
べ
る
こ
と
は
避
け
、
本

稿
で
は
右
の
課
題
に
関
連
し
特
に
金
融
組
合
に
よ
る
朝
鮮
農
村
の
組
織
化
の
特
色
と
い
う
点
を
中
心
と
し
て
論
ず
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
1
）
　
最
近
の
成
果
に
は
、
主
と
し
て
一
九
二
〇
年
代
の
金
融
組
合
の
性
格
に
つ
い
て
論
じ
た
波
形
昭
一
『
朝
鮮
に
お
け
る
金
融
組
合
の
展
開
と
機

能
』
（
国
連
大
学
人
間
と
社
会
の
開
発
プ
巨
グ
ラ
ム
研
究
報
告
、
一
九
八
一
年
）
、
波
形
昭
一
「
朝
鮮
金
融
組
合
の
構
造
と
展
開
」
（
『
金
融
経
済
』
第

　
一
七
〇
号
、
一
九
七
八
年
六
月
）
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
の
金
融
組
合
を
分
析
し
た
秋
定
嘉
和
「
朝
鮮
金
融
組
合
の
機
能
と
構

造
」
（
朝
鮮
史
研
究
会
編
『
朝
鮮
と
帝
国
主
義
』
〈
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
・
5
〉
、
極
東
書
店
、
一
九
六
八
年
十
一
月
）
が
あ
る
．
こ
の
他
、
金
斗

宗
「
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
一
九
二
〇
年
代
の
農
業
金
融
に
つ
い
て
」
（
東
京
大
学
『
経
済
学
研
究
』
第
五
号
、
一
九
六
五
年
七
月
）
、
高
承
済
『
植

民
地
金
融
政
策
の
史
的
分
析
』
（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
七
二
年
）
、
林
柄
潤
『
植
民
地
に
お
け
る
商
業
的
農
業
の
展
開
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

　
七
一
年
）
な
ど
が
、
金
融
組
合
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
．
韓
国
語
の
も
の
で
は
、
金
森
嚢
作
「
日
帝
下
朝
鮮
金
融
組
合
斗
ユ
農
村
経
済
司
司
鬼

39
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影
響
」
（
高
麗
大
學
校
『
史
叢
』
第
十
五
・
十
六
号
、
一
九
七
一
年
十
一
月
）
、
朴
福
來
編
『
韓
國
農
業
金
融
史
』
（
農
業
協
同
組
合
中
央
會
、
　
一
九

六
三
年
）
な
ど
が
あ
る
．
他
に
も
、
朴
東
奎
『
農
業
金
融
』
（
日
新
社
、
一
九
六
五
年
）
、
高
承
濟
『
韓
國
村
落
社
會
史
研
究
』
（
一
志
社
、
一
九
七

七
年
）
な
ど
金
融
組
合
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
も
の
も
多
く
、
ま
た
戦
前
に
は
日
本
で
も
韓
国
で
も
、
多
数
の
研
究
業
績
が
出
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
　
橋
谷
弘
「
両
大
戦
間
期
の
目
本
帝
国
主
義
と
朝
鮮
経
済
」
（
朝
鮮
史
研
究
会
編
『
植
民
地
下
民
衆
の
生
活
と
闘
い
』
〈
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
・

20

〉
、
緑
蔭
書
房
、
一
九
八
三
年
三
月
）
は
米
と
綿
製
品
の
生
産
・
流
通
構
造
に
着
目
し
て
、
台
湾
と
比
較
し
つ
つ
、
日
本
が
朝
鮮
に
お
い
て
経
済

支
配
を
浸
透
さ
せ
朝
鮮
経
済
の
「
植
民
地
的
従
属
構
造
」
が
深
め
ら
れ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
ま
た
、
村
上
勝
彦
「
日
本
資
本
主
義
と
植
民
地
」
（
社

会
経
済
史
学
会
編
『
社
会
経
済
史
学
の
課
題
と
展
望
－
社
会
経
済
史
学
会
創
立
5
0
周
年
記
念
i
』
、
有
斐
閣
、
一
九
八
四
年
）
は
、
七
〇
年
代
半
ば

以
降
の
研
究
業
績
の
サ
ー
ベ
イ
を
行
い
、
台
湾
・
満
洲
に
比
べ
、
朝
鮮
で
は
強
力
な
植
民
地
的
再
編
成
が
遂
行
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
、
そ
の
よ
う
な

相
違
が
何
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
提
起
し
て
い
る
。

（
3
）
　
拙
稿
「
満
州
国
の
農
村
金
融
政
策
と
中
国
農
民
の
対
応
－
合
作
社
・
信
用
事
業
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
慶
鷹
義
塾
大
学
『
法
学
研
究
』
第
五
五

巻
第
四
号
、
一
九
八
二
年
四
月
）
、
拙
稿
「
『
満
州
国
』
の
合
作
社
政
策
－
農
産
物
流
通
機
構
か
ら
み
た
農
民
動
員
の
破
綻
i
」
（
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
『
ア
ジ
ア
経
済
』
第
二
四
巻
第
一
号
、
一
九
八
三
年
一
月
）
。

40

二
、
初
期
金
融
組
合
と
朝
鮮
農
村

1
、
日
韓
併
合
と
金
融
組
合
の
設
立

　
一
九
〇
四
年
八
月
の
第
一
次
日
韓
協
約
に
よ
り
韓
国
政
府
財
政
顧
間
と
し
て
就
任
し
た
目
賀
田
種
太
郎
は
、
税
制
改
革
や
貨
幣
整
理
と

と
も
に
金
融
機
関
の
拡
充
を
は
か
っ
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
窮
乏
に
あ
え
ぐ
農
民
の
救
済
を
目
的
と
し
て
、
小
農
に
農
業
金
融
を
融
通

す
る
地
方
金
融
組
合
の
設
置
が
考
え
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
当
時
の
朝
鮮
社
会
は
、
人
口
の
約
八
割
が
農
民
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
農
民
の
九
九
％
ま
で
が
朝
鮮
人
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
農
村
で
は
、
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

穫
物
で
あ
る
米
や
麦
を
担
保
と
し
て
地
主
や
高
利
貸
し
が
高
利
で
資
金
を
融
通
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
お
り
、
「
窮
乏
の
状
言
語
に
絶
」
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（
3
）

す
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
と
い
う
。
元
来
、
朝
鮮
に
は
、
金
融
融
通
の
方
法
と
し
て
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
る
「
契
」
と
い
う
一
種
の
相

互
扶
助
の
慣
習
が
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
金
融
融
通
の
た
め
の
契
は
、
日
本
人
の
眼
か
ら
見
る
と
、
投
機
的
色
彩
が
濃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

く
か
え
っ
て
資
金
の
蓄
積
を
そ
こ
な
う
と
い
う
弊
害
が
め
だ
ち
、
農
村
金
融
面
か
ら
の
農
民
の
救
済
は
、
「
焦
眉
の
間
題
」
と
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
一
九
〇
六
年
の
段
階
で
、
韓
国
政
府
は
目
賀
田
財
政
顧
問
の
提
言
に
よ
り
、
農
工
銀
行
の
設
立
を
企
図
し
て

い
た
。
し
か
し
目
賀
田
は
、
両
班
と
称
す
る
地
主
の
も
と
で
、
虐
げ
ら
れ
重
税
と
高
利
の
借
金
に
喘
え
い
で
い
る
多
く
の
農
民
に
と
っ
て
、

農
工
銀
行
の
設
立
の
み
で
は
何
ら
救
済
の
手
だ
て
と
は
な
ら
な
い
と
判
断
し
、
小
農
民
を
対
象
と
す
る
互
助
的
金
融
機
関
の
設
立
を
考
案

し
た
。
目
賀
田
は
、
こ
の
年
初
代
の
韓
国
統
監
と
し
て
就
任
し
た
伊
藤
博
文
の
賛
同
を
得
る
と
、
金
融
組
合
の
設
置
要
項
を
韓
国
政
府
に

　
　
　
（
5
）

提
出
し
た
。
こ
う
し
て
、
「
欧
州
に
行
は
る
る
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
式
農
村
金
庫
並
び
に
シ
ェ
ル
チ
ェ
式
庶
民
銀
行
制
度
に
範
を
採
り
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

面
朝
鮮
在
来
の
制
度
習
慣
等
を
参
酌
し
て
」
一
九
〇
七
年
五
月
、
地
方
金
融
組
合
が
発
足
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
設
立
さ
れ
た
地
方
金

融
組
合
は
、
農
業
資
金
の
貸
付
を
始
め
、
穀
類
の
倉
庫
保
管
．
種
苗
、
肥
料
、
農
具
等
の
分
配
ま
た
は
貸
与
、
生
産
物
の
委
託
販
売
を
業

務
と
し
て
い
た
．
こ
の
限
り
で
は
、
金
融
組
合
は
荒
廃
し
た
前
近
代
的
朝
鮮
農
村
社
会
の
救
済
の
た
め
に
投
じ
ら
れ
た
新
た
な
金
融
機
関

と
い
う
性
格
が
見
ら
れ
る
。

　
し
か
し
．
言
う
ま
で
も
な
く
、
金
融
組
合
が
日
韓
併
合
の
過
程
で
生
み
だ
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
植
民
地
政
策
と
し
て
の
金
融
組
合
の

性
格
を
方
向
づ
け
る
も
の
と
な
っ
た
．
目
賀
田
が
財
政
顧
問
と
し
て
着
任
す
る
直
前
、
日
本
で
は
「
対
韓
施
政
綱
領
」
が
決
定
さ
れ
、
天

皇
の
決
裁
を
経
て
い
る
．
そ
こ
で
は
、
韓
国
の
農
業
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
観
点
か
ら
拓
殖
を
図
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い
た
。

　
　
「
由
來
韓
國
ハ
農
業
國
ニ
シ
テ
専
ラ
食
糧
及
原
料
品
ヲ
我
國
二
供
給
シ
我
邦
ヨ
リ
ハ
工
藝
品
ヲ
彼
レ
ニ
供
給
シ
來
レ
リ
思
フ
ニ
今
後
ト
錐
モ
爾
國
ノ
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
濟
的
關
係
ハ
此
原
則
ノ
上
二
襲
達
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」

　
ま
た
、
財
政
顧
問
は
、
「
少
ナ
ク
ト
モ
現
今
ヨ
リ
以
上
財
政
ノ
素
鰍
二
至
ル
ヲ
防
キ
追
テ
徴
税
法
ノ
改
良
貨
幣
制
度
ノ
改
革
等
二
着
手
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（
8
）

シ
遂
二
韓
國
財
務
ノ
實
椹
ヲ
我
掌
中
二
牧
ム
ル
」
と
い
う
任
務
を
担
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
高
度
の
政
治
的
要
請
に
応

え
る
た
め
に
は
、
朝
鮮
農
村
に
日
本
の
手
で
多
少
な
り
と
も
近
代
的
な
体
系
を
備
え
た
農
村
政
策
を
導
入
し
、
荒
廃
し
た
農
村
を
建
て
直

し
、
同
時
に
末
端
に
至
る
ま
で
地
方
農
村
を
掌
握
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
当
面
の
急
務
と
な
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
金
融
組
合
は
、
日
本
が

韓
国
に
お
い
て
主
導
権
を
奪
お
う
と
し
て
い
た
第
一
次
日
韓
協
約
以
降
日
韓
併
合
に
至
る
ま
で
の
時
期
に
、
そ
の
た
め
の
中
心
的
政
策
で

あ
っ
た
徴
税
制
度
と
幣
制
制
度
の
改
革
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
基
盤
を
形
成
す
べ
き
朝
鮮
農
村
社
会
の
組
織
化
と
い
う
重
要
課
題
を
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

っ
て
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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2
、
初
期
金
融
組
合
の
性
格

　
一
九
〇
七
年
、
地
方
金
融
組
合
規
則
の
発
布
に
よ
り
金
融
組
合
が
発
足
し
た
が
、
一
九
一
四
年
に
は
地
方
金
融
組
合
令
が
制
定
さ
れ
組

合
と
し
て
の
機
構
が
整
え
ら
れ
た
。
こ
れ
以
降
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
ま
で
に
数
回
に
及
ぶ
組
合
令
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
そ
の
よ
う
な
機
構
の
変
遷
に
つ
い
て
時
系
列
的
に
追
う
こ
と
は
や
め
、
金
融
組
合
に
よ
る
朝
鮮
農
村
の
組
織
化
を
考
察
す
る
場
合
特

に
重
要
と
思
わ
れ
る
監
督
権
、
組
合
加
入
資
格
、
組
合
設
立
区
域
に
つ
き
考
察
し
て
ゆ
く
。

　
監
督
権

　
朝
鮮
金
融
組
合
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
設
立
時
か
ら
一
貫
し
て
韓
国
政
府
（
日
韓
併
合
後
は
朝
鮮
総
督
府
）
の
行
政
管
理
の
一
環
と
し
て

運
営
さ
れ
、
政
府
に
よ
る
手
厚
い
保
護
監
督
下
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
．
た
と
え
ば
経
費
に
つ
い
て
、
当
初
金
融
組
合
は
一
律
に
基
本
金

と
し
て
設
立
時
に
一
組
合
一
万
円
の
無
利
子
下
付
金
を
受
け
、
ま
た
、
理
事
の
俸
給
の
一
部
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
．
金
融
組
合
の
数

の
増
大
に
と
も
な
い
、
次
第
に
組
合
資
金
源
の
政
府
下
付
金
か
ら
の
独
立
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
一
八
年
以
降
は
各
組
合
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

情
に
よ
っ
て
一
組
合
二
千
円
か
ら
一
万
円
の
基
本
金
と
三
年
間
の
経
費
補
助
を
受
け
る
こ
と
に
す
る
な
ど
の
調
整
が
な
さ
れ
た
。
と
は
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

え
、
基
本
的
に
は
異
例
な
ほ
ど
大
き
な
上
か
ら
の
保
護
が
与
え
ら
れ
た
「
純
政
府
下
部
機
関
」
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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そ
の
反
面
、
金
融
組
合
に
は
中
央
の
行
政
上
の
監
督
統
制
が
厳
し
く
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
．
法
律
的
に
は
、
金
融
組
合
の
行
政

上
の
監
督
権
は
朝
鮮
総
督
な
ら
び
に
道
知
事
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
．
朝
鮮
総
督
は
、
組
合
設
立
の
許
否
、
組
合
の
解
散
・
合
併
の
認
可
、

借
入
金
や
定
款
変
更
の
認
可
、
区
域
及
び
事
務
所
所
在
地
の
変
更
を
命
ず
る
こ
と
、
地
方
金
融
の
調
節
上
必
要
な
業
務
を
営
ま
せ
る
命
令

な
ど
を
行
う
権
限
を
も
ち
、
道
知
事
に
は
組
合
長
の
選
任
の
認
可
、
金
銭
出
納
時
間
変
更
及
び
臨
時
休
業
の
認
可
な
ど
の
業
務
上
の
諸
事

に
わ
た
る
認
可
監
督
権
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
朝
鮮
総
督
と
道
知
事
は
、
い
つ
で
も
金
融
組
合
に
業
務
及
び
財
産
の
状
況
を
報
告

さ
せ
、
こ
れ
を
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結
果
必
要
と
認
め
れ
ば
、
組
合
の
総
会
、
評
議
員
会
の
決
議
を
取
り
消
し
、
組
合
長
・

監
事
ま
た
は
評
議
員
の
改
選
を
命
じ
た
り
、
組
合
業
務
を
停
止
す
る
こ
と
も
で
き
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
各
組
合
の
実
際
の
業
務
を
執

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

行
す
る
理
事
は
、
完
全
な
官
選
に
よ
り
選
ば
れ
、
朝
鮮
総
督
が
任
命
し
た
。
一
九
一
八
年
以
降
新
た
に
都
市
部
に
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
都
市
金
融
組
合
に
お
い
て
は
、
理
事
を
組
合
員
中
か
ら
総
会
で
選
出
す
る
民
選
方
式
が
と
ら
れ
た
が
、
金
融
組
合
の
大
部
分
を
占
め

る
農
村
の
金
融
組
合
に
つ
い
て
は
、
皿
貫
し
て
理
事
官
選
方
式
が
と
ら
れ
．
し
か
も
、
こ
の
理
事
に
は
お
お
か
た
日
本
人
が
つ
い
た
の
で

（
1
3
）

あ
る
。

　
政
府
は
、
金
融
組
合
に
対
し
こ
の
よ
う
な
助
成
・
監
督
を
行
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
政
府
が
遂
行
す
る
植
民
地
政
策
の
一
端
を
担
わ
せ
た
。

た
と
え
ぽ
、
貨
幣
整
理
事
業
は
、
地
方
農
村
ま
で
に
は
な
か
な
か
徹
底
し
な
か
っ
た
が
、
政
府
は
金
融
組
合
に
新
補
助
貨
幣
整
理
基
金
を

交
付
し
て
、
組
合
貸
付
金
の
支
払
、
回
収
、
そ
の
他
の
方
法
で
旧
貨
幣
の
引
き
上
げ
と
新
補
助
貨
幣
の
散
布
を
行
わ
せ
、
か
な
り
の
成
果

を
あ
げ
た
．
ま
た
．
新
租
税
制
度
を
設
け
た
政
府
は
、
農
村
に
お
い
て
は
金
融
組
合
に
も
納
税
の
宣
伝
を
さ
せ
た
．
さ
ら
に
、
政
府
は
、

榊
組
合
ま
た
は
数
組
合
を
連
合
し
て
、
農
業
技
術
員
を
置
き
、
農
事
の
指
導
奨
励
に
関
す
る
事
業
を
行
わ
せ
た
．
こ
う
し
て
、
金
融
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

の
政
府
機
関
化
が
す
す
め
ら
れ
た
。

　
金
融
組
合
は
次
第
に
そ
の
上
部
機
関
が
整
え
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
上
か
ら
の
指
導
・
監
督
が
一
段
と
強
化
さ
れ
、
中
央
へ
統
合
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
．
す
で
に
一
九
〇
九
年
に
組
合
理
事
の
相
互
の
親
睦
と
知
識
の
交
換
を
図
る
「
金
融
組
合
理
事
倶
楽
部
」
が
で
き
て
お

43



法学研究60巻3号（’87：3）

り
．
一
九
一
四
年
地
方
金
融
組
合
令
が
公
布
さ
れ
る
と
、
各
金
融
組
合
の
連
絡
と
便
宜
を
ば
か
る
う
地
方
金
融
組
合
会
」
が
設
立
さ
れ
る

　
　
　
　
（
1
5
）

こ
と
に
な
っ
た
．
と
り
わ
け
、
指
導
・
監
督
の
強
化
と
い
う
面
で
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、
一
九
一
八
年
の
各
道
連
合
会
の
成
立
で
あ
る
．

こ
れ
は
、
同
年
十
一
月
に
各
道
一
斉
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
当
該
道
内
の
金
融
組
合
な
ら
び
に
朝
鮮
総
督
の
指
定
す
る
産
業
に
関
す
る

法
人
（
漁
業
組
合
、
産
業
組
合
）
を
会
員
と
し
て
い
る
。
そ
の
主
要
業
務
は
、
①
所
属
組
合
に
必
要
な
資
金
を
貸
し
付
け
る
こ
と
、
②
所
属

組
合
か
ら
の
預
り
金
を
な
す
こ
と
、
③
所
属
組
合
に
対
し
業
務
上
の
指
導
監
督
を
な
す
こ
と
、
④
所
属
組
合
相
互
間
の
連
絡
及
び
業
務
上

の
便
宜
を
図
る
こ
と
で
あ
っ
た
．
管
理
機
関
と
し
て
理
事
長
一
名
、
理
事
一
名
以
上
、
監
事
二
名
以
上
を
置
き
、
朝
鮮
総
督
が
理
事
長
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蔦
）

理
事
を
任
免
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
．

　
各
道
連
合
会
の
成
立
に
よ
っ
て
、
金
融
組
合
の
数
の
増
加
に
と
も
な
い
困
難
を
き
わ
め
て
い
た
中
央
の
金
融
組
合
に
対
す
る
指
導
監
督

機
能
は
大
幅
に
強
化
さ
れ
た
．
一
九
一
九
年
に
は
、
地
方
金
融
組
合
会
が
各
銀
行
・
金
融
機
関
を
網
羅
す
る
連
合
機
関
で
あ
る
「
朝
鮮
経

済
協
会
」
に
改
編
さ
れ
た
．
こ
れ
は
さ
ら
に
一
九
二
八
年
に
「
朝
鮮
金
融
組
合
協
会
」
に
改
組
さ
れ
る
．
他
に
各
道
連
合
会
と
朝
鮮
殖
産

銀
行
と
の
資
金
関
係
を
強
化
す
る
た
め
一
九
二
九
年
に
同
行
内
に
金
融
組
合
中
央
金
庫
課
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
機
関
は
一
九
三
三

年
に
合
併
さ
れ
、
全
朝
鮮
の
金
融
組
合
の
中
央
統
制
機
関
と
し
て
朝
鮮
金
融
組
合
連
合
会
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
、
金

融
組
合
と
そ
の
上
部
機
関
の
設
立
を
通
じ
て
段
階
的
に
朝
鮮
農
村
を
中
央
へ
統
合
し
て
ゆ
く
こ
と
が
す
す
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
．

　
組
合
加
入
資
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
π
）

金
融
組
合
は
、
設
立
当
初
．
地
方
の
地
主
名
望
家
を
組
合
長
や
評
議
員
に
就
任
さ
せ
る
こ
と
で
朝
鮮
農
村
へ
入
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
一
方
、

徐
々
に
組
合
加
入
資
格
を
拡
張
す
る
こ
と
に
よ
り
農
村
へ
の
浸
透
が
図
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

　
地
方
金
融
組
合
規
則
に
は
、
「
地
方
金
融
組
合
ハ
一
群
又
ハ
数
群
内
二
住
所
ヲ
有
シ
螢
業
ヲ
螢
ム
者
ヲ
以
テ
組
織
ス
」
と
あ
る
だ
け
で
、

設
立
当
初
の
加
入
資
格
の
規
準
は
か
な
り
大
ま
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
同
じ
時
期
に
提
出
さ
れ
た
「
地
方
金
融
組
合
二
關
ス
ル
細
條
説

明
」
に
は
、
「
組
合
員
の
資
格
」
と
し
て
、
①
設
立
の
主
旨
が
農
民
の
経
済
状
態
を
救
済
す
る
こ
と
に
あ
る
の
だ
か
ら
組
合
は
「
可
成
小
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農
即
チ
小
作
人
」
を
組
織
す
る
方
針
を
と
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
②
地
主
は
農
業
に
関
係
な
い
者
が
多
い
の
で
な
る
べ
く
加
入
を
避
け
る

こ
と
、
③
「
小
商
人
」
ま
た
は
「
小
工
者
」
で
も
適
当
と
認
め
れ
ぽ
加
入
さ
せ
る
こ
と
、
④
素
行
が
悪
く
組
合
の
信
用
を
損
な
う
と
思
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

れ
る
も
の
や
組
合
員
と
し
て
の
義
務
を
履
行
す
る
に
た
え
ざ
る
者
は
加
入
さ
せ
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
．

　
し
か
し
組
合
員
と
し
て
の
具
体
的
な
資
格
が
明
確
に
さ
れ
る
の
は
、
一
九
一
四
年
の
地
方
金
融
組
合
令
の
公
布
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
組
合
員
は
「
其
ノ
業
務
匠
域
内
二
於
イ
テ
一
年
以
上
引
績
キ
住
所
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
農
業
二
從
事
シ
凋
立
ノ
生
計
ヲ
螢
ム
モ
ノ

　
　
（
20
）

二
限
ル
」
と
さ
れ
、
組
合
員
は
出
費
一
口
（
十
円
）
以
上
を
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
い
う
有
限
責
任
出
資
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
、
日
韓
併
合
条
約
の
調
印
を
み
た
こ
と
か
ら
、
組
合
加
入
資
格
が
日
本
人
農
民
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
．

　
組
合
加
入
資
格
は
、
一
九
一
八
年
の
第
一
次
金
融
組
合
令
改
正
に
際
し
、
大
幅
に
緩
和
さ
れ
る
．
こ
こ
で
、
農
民
の
み
な
ら
ず
小
商
工

業
者
に
ま
で
も
加
入
資
格
が
拡
張
さ
れ
「
組
合
ノ
匿
域
内
二
於
テ
住
所
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
」
は
加
入
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ

に
と
も
な
い
、
従
来
農
業
上
必
要
な
も
の
に
限
ら
れ
て
い
た
貸
付
金
の
用
途
の
条
件
も
緩
和
さ
れ
、
組
合
員
の
経
済
発
達
に
必
要
な
資
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
21
）

で
あ
れ
ば
貸
付
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
貸
付
限
度
も
拡
大
さ
れ
た
．

　
こ
う
し
た
組
合
員
資
格
の
拡
大
と
並
行
し
て
．
金
融
組
合
は
、
非
組
合
員
の
預
金
も
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
．
こ
れ
は
一
九
一
四

年
の
地
方
金
融
組
合
令
発
布
時
に
、
設
立
後
一
定
の
年
月
を
経
て
諸
積
立
金
が
四
千
円
を
越
え
る
組
合
に
認
め
ら
れ
、
そ
の
翌
年
か
ら
は

す
べ
て
の
金
融
組
合
が
取
扱
を
許
可
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
点
で
は
預
り
金
は
一
人
に
つ
き
総
額
五
百
円
が
限
度
と
さ
れ
て
い

た
が
、
一
九
一
八
年
の
金
融
組
合
令
改
正
以
後
は
、
一
人
に
つ
き
総
額
千
円
迄
と
拡
張
さ
れ
、
か
つ
、
一
組
合
の
預
り
金
の
総
額
が
そ
の

組
合
の
出
資
総
額
、
欠
損
補
填
準
備
金
、
政
府
が
貸
し
付
け
た
基
本
金
の
合
計
額
を
越
え
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
．
こ
の
非
組
合
員
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

預
金
制
度
は
、
一
九
二
二
年
に
は
さ
ら
に
拡
張
さ
れ
、
組
合
の
預
金
業
務
は
こ
れ
に
よ
っ
て
著
し
く
発
展
し
て
い
っ
た
．
こ
の
よ
う
に
、

組
合
加
入
資
格
を
拡
張
さ
せ
組
合
員
を
増
や
す
こ
と
と
、
非
組
合
員
の
預
金
業
務
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
、
金
融
組
合
は
朝
鮮
農
村
へ
と

次
第
に
入
っ
て
い
っ
た
。
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設
立
区
域

　
組
合
の
設
立
区
域
を
考
察
す
る
こ
と
も
．
金
融
組
合
が
在
来
農
村
社
会
を
ど
の
よ
う
に
統
合
し
よ
う
と
し
た
か
を
考
え
る
際
、
重
要
な

材
料
と
な
る
．

　
一
九
〇
七
年
設
立
当
時
の
「
地
方
金
融
組
合
二
關
ス
ル
細
條
説
明
」
は
、
組
合
の
設
立
区
域
を
次
の
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。

　
　
「
組
合
ノ
匠
域
ハ
土
地
ノ
状
況
二
依
リ
必
ス
シ
モ
廣
狭
ノ
｝
様
ナ
ラ
サ
ル
ヘ
シ
、
要
ス
ル
ニ
地
勢
慣
習
（
例
ヘ
ハ
苗
代
又
ハ
用
水
ヲ
共
同
昌
使
用
ス
ル

　
ノ
慣
習
ア
ル
カ
如
キ
）
交
通
機
關
ノ
完
否
及
組
合
業
務
執
行
ノ
便
否
（
例
ヘ
ハ
種
苗
、
肥
料
ノ
分
配
）
等
ヲ
斜
酌
シ
適
當
二
其
ノ
匠
域
ヲ
決
定
ス
ヘ
キ

　
　
（
2
3
）

　
コ
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　
ま
た
こ
の
二
年
後
に
は
、
設
立
区
域
は
一
群
ま
た
は
二
群
と
し
、
「
行
政
匠
書
ヲ
標
準
ト
セ
ス
シ
テ
経
濟
交
通
ヲ
基
礎
ト
ス
ル
コ
ト
」

と
通
達
さ
れ
た
。
金
融
組
合
設
立
当
初
は
、
組
合
の
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
郡
の
よ
う
な
か
な
り
広
範
囲
に
わ
た
る
区
域
に
設
立
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
が
、
行
政
区
域
よ
り
も
在
来
の
経
済
慣
習
を
考
慮
し
て
区
域
を
決
定
す
る
こ
と
と
指
導
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
方
針
も
、
そ
の
後
の
金
融
組
合
の
数
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
、
設
立
区
域
は
次
第
に
細
分
化
さ
れ
、
金
融
組
合
に
対
す
る
上
か
ら
の
監

督
が
や
り
易
い
よ
う
に
行
政
区
域
に
従
っ
て
設
立
を
行
う
方
向
に
む
い
て
い
っ
た
．
一
九
一
六
年
に
は
、
金
融
組
合
の
業
務
区
域
は
「
最

小
行
政
匠
養
タ
ル
面
」
を
単
位
と
す
べ
し
と
通
達
さ
れ
た
。
し
か
し
、
｝
様
に
面
を
単
位
と
す
る
と
、
場
所
に
よ
っ
て
は
、
組
合
と
そ
の

担
当
地
区
の
経
済
関
係
が
全
く
な
い
と
い
う
例
も
出
て
き
た
た
め
、
行
政
村
で
あ
る
面
の
下
の
自
然
村
”
洞
・
里
を
単
位
と
し
て
組
合
を

設
立
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
声
が
強
ま
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
一
九
二
三
年
に
、
財
務
局
長
か
ら
各
道
知
事
に
あ
て
て
．
一
般
に
は
面
を

単
位
と
す
る
が
、
こ
れ
で
は
う
ま
く
ゆ
か
な
い
場
合
は
、
交
通
や
在
来
の
経
済
関
係
を
考
慮
し
て
面
を
分
割
し
里
単
位
で
設
立
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
（
2
5
）

と
通
達
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
金
融
組
合
の
方
針
は
、
特
に
満
洲
国
合
作
社
と
比
較
す
る
場
合
興
味
深
い
。
朝
鮮
金
融
組
合
を
モ
デ
ル
と
し
て
一
九
三
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

年
に
発
足
し
た
満
洲
国
の
金
融
合
作
社
は
、
一
県
一
合
作
社
と
し
て
急
速
に
設
立
普
及
が
図
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
以
降
に
設
立
さ
れ
た
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農
事
合
作
社
も
、
金
融
・
農
事
両
合
作
社
を
統
合
し
て
設
立
さ
れ
た
興
農
合
作
社
も
、
設
立
単
位
は
県
と
い
う
大
区
域
主
義
が
と
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

行
経
一
致
を
原
則
と
し
た
上
か
ら
の
政
治
力
に
よ
る
組
織
化
が
試
み
ら
れ
た
．
す
な
わ
ち
、
こ
の
点
は
朝
鮮
の
金
融
組
合
の
方
が
、
画
一

的
な
行
経
一
致
原
則
に
と
ら
わ
れ
ず
、
在
来
社
会
の
経
済
慣
習
を
加
味
し
利
用
す
る
と
い
う
柔
軟
な
対
応
を
と
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
．

　
以
上
、
設
立
か
ら
一
九
二
〇
年
代
に
至
る
金
融
組
合
の
性
格
を
、
監
督
権
、
組
合
加
入
資
格
、
設
立
区
域
の
三
つ
の
側
面
か
ら
検
討
し

た
．
金
融
組
合
に
は
政
府
に
よ
っ
て
手
厚
い
保
護
と
指
導
監
督
が
加
え
ら
れ
た
．
一
方
、
末
端
の
農
村
で
は
在
来
の
経
済
慣
習
を
考
慮
し

つ
つ
農
村
を
組
織
化
す
る
方
針
が
と
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
方
針
で
金
融
組
合
は
、
徐
々
に
農
村
内
へ
浸
透
す
る
基
盤
を
固
め
て
ゆ
く
と

と
も
に
、
朝
鮮
の
農
村
が
末
端
ま
で
中
央
へ
統
制
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）な

目
的
の
契
が
あ
り
社
会
生
活
全
般
に
亙
っ
て
機
能
し
て
い
た
。

國
農
村
社
會
研
究
』

九
年
、

る
契
』

パ ハ ハ パ パ パ

987654）　）　）　）　）　）ら
に
こ
れ
と
一
体
的
関
連
に
お
い
て
、

い
で
あ
っ
た
．
」

こ
の
よ
う
な
人
口
構
成
は
基
本
的
に
は
一
九
三
〇
年
代
ま
で
続
い
て
い
る
．

朝
鮮
金
融
組
合
聯
合
會
『
朝
鮮
金
融
組
合
の
概
況
』
（
一
九
三
三
年
）
、
二
頁
。

契
員
間
の
相
互
扶
助
を
主
要
な
機
能
と
す
る
朝
鮮
の
慣
習
。
殖
利
を
目
的
と
す
る
も
の
の
他
、
公
益
、
共
済
、
産
業
の
振
興
、
娯
楽
な
ど
多
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
契
に
つ
い
て
は
、
数
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
崔
在
錫
『
韓

　
　
　
　
　
　
（
一
志
社
、
一
九
七
五
年
）
、
三
二
五
－
三
三
五
頁
（
伊
藤
亜
人
・
嶋
陸
奥
彦
訳
『
韓
国
農
村
社
会
研
究
』
、
学
生
社
、
扁
九
七

　
二
八
六
1
二
九
五
頁
）
を
参
照
の
こ
と
．
植
民
地
時
代
の
も
の
で
は
、
『
朝
鮮
の
契
』
（
朝
鮮
総
督
府
、
一
九
二
六
年
）
、
『
農
山
漁
村
に
於
け

、
（
朝
鮮
総
督
府
、
一
九
三
六
年
）
な
ど
が
あ
る
。

前
掲
・
『
朝
鮮
金
融
組
合
の
概
況
』
、
二
頁
。

秋
田
豊
編
『
朝
鮮
金
融
組
合
史
』
（
一
九
二
九
年
）
、
七
一
ー
七
六
頁
。

前
掲
・
『
朝
鮮
金
融
組
合
の
概
況
』
、
二
頁
．

「
対
韓
施
政
綱
領
決
定
の
件
」
〈
一
九
〇
四
年
〉
（
外
務
省
編
『
日
本
外
交
年
表
蚊
主
要
文
書
・
上
』
、
原
書
房
、
一
九
六
五
年
）
、
ニ
ニ
七
頁
。

同
前
．
二
二
六
頁
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
波
形
昭
一
・
前
掲
書
は
、
「
地
方
農
村
を
金
融
面
か
ら
組
合
組
織
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
徴
税
・
貨
幣
整
理
の
徹
底
、
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
兵
運
動
の
物
質
的
基
盤
n
温
床
た
る
地
方
農
村
を
懐
柔
・
統
合
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
そ
の
主
要
な
ね
ら

　
　
　
　
（
十
一
頁
）
と
し
て
い
る
。
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（
1
0
）
　
金
融
組
合
に
対
す
る
政
府
の
経
費
補
助
の
具
体
的
数
値
に
つ
い
て
は
、
秋
田
豊
・
前
掲
書
、
一
六
五
ー
一
七
〇
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
n
）
　
金
森
嚢
作
・
前
掲
論
文
、
三
七
八
頁
。

（
1
2
）
　
「
地
方
金
融
組
合
令
」
〈
一
九
一
四
年
〉
、
（
秋
田
豊
・
前
掲
書
所
収
）
、
四
五
七
ー
四
六
三
頁
、
秋
田
豊
・
同
前
書
、
一
七
〇
ー
一
七
四
頁
。

（
1
3
）
　
一
九
三
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
金
融
組
合
の
理
事
に
な
っ
た
清
水
福
民
氏
の
話
に
よ
る
と
、
金
融
組
合
の
大
半
は
理
事
の
み
日
本
人
で
あ
と
は

副
理
事
以
下
全
部
朝
鮮
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
当
時
は
こ
の
理
事
の
内
、
お
よ
そ
七
割
が
日
本
人
、
三
割
が
朝
鮮
人
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
時
が

た
つ
に
つ
れ
、
戦
争
の
激
化
の
た
め
に
日
本
人
が
減
り
、
戦
時
中
は
こ
の
割
合
は
半
々
く
ら
い
に
な
っ
た
。
ま
た
、
朝
鮮
人
の
場
合
は
副
理
事
に
な

　
る
の
に
十
－
十
五
年
く
ら
い
か
か
る
の
に
対
し
、
日
本
人
は
大
学
卒
業
後
す
ぐ
に
理
事
に
な
っ
た
。
給
料
も
、
目
本
人
に
は
六
割
加
算
さ
れ
る
な
ど

格
差
が
あ
っ
た
が
、
朝
鮮
人
職
員
の
給
与
は
朝
鮮
に
お
い
て
は
高
給
で
あ
っ
た
た
め
、
希
望
者
は
多
か
っ
た
と
い
う
（
一
九
八
五
年
七
月
十
九
日
・

聞
き
取
り
）
。

ハハパパパパパハパハパパパハ27　26　25　24　23　22　21　20　19　18　17　16　15　14
）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）

文
定
昌
『
朝
鮮
農
村
團
睦
史
』
（
評
論
社
、
一
九
四
二
年
）
、
一
六
五
i
一
六
七
頁
。

『
朝
鮮
金
融
組
合
聯
合
會
十
年
史
』
（
朝
鮮
金
融
組
合
聯
合
會
、
一
九
四
四
年
）
〔
こ
れ
以
後
『
連
合
会
十
年
史
』

同
前
、
十
八
－
十
九
頁
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
高
承
済
・
前
掲
『
植
民
地
金
融
政
策
の
史
的
展
開
』
、
一
四
吋
ー
一
四
三
頁
を
参
照
の
こ
と

「
地
方
金
融
組
合
規
則
」
〈
一
九
〇
七
年
〉
、
（
秋
田
豊
・
前
掲
書
所
収
）
、
四
四
七
頁
。

「
地
方
金
融
組
合
二
關
ス
ル
細
條
説
明
」
〈
一
九
〇
七
年
〉
、
（
秋
田
豊
・
同
前
書
所
収
）
、
八
三
頁
。

前
掲
・
「
地
方
金
融
組
合
令
」
、
四
四
五
頁
。

秋
田
豊
・
前
掲
書
、
四
六
九
－
四
七
三
頁
。

同
前
、
二
二
四
ー
二
二
六
頁
。

同
前
、
八
二
頁
。

「
地
方
金
融
組
合
設
立
二
關
ス
ル
件
」
〈
一
九
〇
七
年
〉
（
秋
田
豊
・
同
前
書
所
収
）
、
一
二
二
頁
。

秋
田
豊
・
同
前
書
、
一
二
三
i
一
二
五
頁
。

拙
稿
・
前
掲
「
満
州
国
の
農
村
金
融
政
策
と
中
国
農
民
の
対
応
」
、
五
五
頁
。

拙
稿
・
前
掲
「
『
満
州
国
』
の
合
作
社
政
策
」
、
四
九
i
五
〇
頁
．

と
す
る
〕
、
十
四
頁
。
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三
、
農
村
組
織
化
政
策
の
進
展

1
、
農
村
振
興
運
動
と
金
融
組
合

　
朝
鮮
農
民
は
高
率
の
小
作
料
に
喘
ぎ
多
額
の
借
金
を
か
か
え
、
農
村
は
窮
乏
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
．
金
融
組
合
は
こ
れ
に
対
す
る

救
済
策
と
し
て
講
じ
ら
れ
た
政
策
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
利
用
は
地
主
や
上
層
の
農
民
に
偏
り
、
下
層
の
農
民
の
救
済
ま
で
に
は
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
世
界
的
な
不
況
に
見
舞
わ
れ
、
三
〇
年

前
後
の
朝
鮮
農
村
は
危
機
的
様
相
を
示
し
て
い
た
。
こ
の
当
時
は
日
本
で
も
農
業
恐
慌
が
深
刻
化
し
、
朝
鮮
農
村
も
そ
の
あ
お
り
を
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
に
開
始
さ
れ
た
「
産
米
増
殖
計
画
」
は
三
〇
年
を
境
と
し
て
転
換
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
．
農

村
の
疲
弊
が
急
迫
し
つ
つ
あ
る
一
九
三
一
年
七
月
、
陸
軍
大
将
宇
垣
一
成
が
朝
鮮
総
督
と
し
て
赴
任
し
た
．
朝
鮮
農
村
の
窮
乏
は
宇
垣
の

眼
に
も
余
る
状
況
で
あ
っ
た
。
赴
任
か
ら
三
ケ
月
後
、
宇
垣
は
日
記
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
．

　
「
稼
ぐ
に
追
付
く
貧
乏
な
し
と
の
諺
あ
れ
ど
も
、
朝
鮮
で
は
貧
乏
が
追
掛
け
来
り
て
浮
ぶ
瀬
な
き
境
遇
に
あ
る
も
の
が
頗
る
多
い
。
夫
れ
は
借
金
の
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
め
で
あ
る
。
現
時
鮮
民
の
窮
乏
を
脱
す
る
の
道
は
借
金
を
為
さ
ぬ
事
、
あ
る
借
金
は
之
を
返
す
の
方
法
を
講
ず
る
に
あ
る
」
（
一
九
三
一
年
九
月
八
目
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
宇
垣
が
主
導
し
て
立
案
し
た
と
い
わ
れ
る
農
村
振
興
運
動
は
、
「
春
窮
退
治
・
借
金
退
治
・
借
金
予
防
」
を
「
更
生
三
目
標
」
と
掲
げ
、

朝
鮮
農
村
の
窮
状
を
救
済
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
．
一
九
三
二
年
に
入
る
と
、
総
督
府
内
で
機
構
の
改
革
が
行
わ
れ
、
農
村

を
対
象
と
す
る
一
切
の
事
務
を
扱
う
農
林
局
が
新
設
さ
れ
た
。
宇
垣
は
六
月
の
知
事
会
議
で
、
総
督
と
し
て
知
事
に
農
村
振
興
運
動
を
話

し
て
い
る
。
十
月
に
は
、
総
督
府
内
に
農
村
振
興
委
員
会
が
つ
く
ら
れ
、
農
村
振
興
運
動
の
中
心
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
を
た
て
、

総
督
、
政
務
総
監
の
決
裁
を
受
け
て
地
方
に
通
達
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
地
方
で
も
、
道
、
郡
島
、
面
邑
の
三
つ
の
レ

ベ
ル
で
委
員
会
が
つ
く
ら
れ
た
．
続
い
て
十
一
月
に
宇
垣
総
督
の
「
声
明
書
」
に
よ
り
農
村
振
興
運
動
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

翌
三
三
年
三
月
に
は
「
農
家
経
済
更
生
計
画
要
項
」
が
発
布
さ
れ
不
足
食
糧
の
充
実
、
現
金
収
支
の
均
衡
、
負
債
の
根
絶
の
三
点
が
当
面
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の
経
済
更
生
の
目
標
と
し
て
提
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
四
月
に
は
、
一
九
三
三
年
度
第
一
次
農
家
更
生
計
画
が
始
ま
っ
た
．

　
こ
う
し
て
開
始
さ
れ
た
農
村
振
興
運
動
に
お
い
て
、
金
融
組
合
は
そ
の
担
い
手
と
し
て
重
要
な
役
割
を
期
待
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
農
村

に
お
い
て
広
く
か
つ
組
織
的
な
基
盤
を
持
つ
金
融
組
合
を
、
農
村
振
興
運
動
の
実
際
の
担
い
手
に
利
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
の
は
当

然
の
こ
と
で
あ
っ
た
．
一
九
三
三
年
十
月
六
日
の
金
融
組
合
全
国
大
会
で
は
農
村
振
興
運
動
に
積
極
的
に
参
加
し
協
力
す
る
こ
と
が
決
議

さ
れ
た
。
ま
た
、
道
、
郡
、
邑
、
面
な
ど
の
レ
ベ
ル
の
地
方
の
農
村
振
興
委
員
会
は
、
金
融
組
合
の
理
事
と
警
察
官
、
学
校
長
と
い
う
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ぶ
れ
で
構
成
さ
れ
た
．
特
に
、
「
目
下
朝
鮮
に
於
て
は
奮
債
整
理
の
た
め
金
融
組
合
は
大
車
輪
」
と
さ
れ
た
負
債
の
整
理
を
中
心
と
し
て

金
融
組
合
は
農
村
振
興
運
動
に
参
画
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
農
村
振
興
運
動
の
方
法
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
更
生
指
導
部
落
の
単
位
が
、
邑
や
面
な
ど
の
行
政
村
で
は
な
く
そ
の
下
の
自
然
村

”
部
落
に
お
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
．
更
生
指
導
部
落
と
は
．
指
定
さ
れ
た
更
生
指
導
農
家
が
何
戸
か
あ
る
部
落
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
当

初
、
一
邑
面
に
一
ケ
所
一
部
落
を
選
ん
で
試
験
的
に
活
動
が
行
わ
れ
た
．
指
導
農
家
が
部
落
内
に
更
生
農
村
振
興
会
を
つ
く
り
、
部
落
全

体
の
人
が
客
員
と
し
て
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
指
導
部
落
全
体
が
農
村
振
興
会
と
い
う
団
体
と
な
り
、
こ
の
会
長
に
は
部
落
の

区
長
が
つ
い
た
。
指
導
部
落
は
邑
面
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
、
邑
面
の
書
記
が
邑
面
の
農
村
振
興
委
員
会
の
中
心
と
な
っ
た
．
委
員
会
の
会

長
に
は
面
長
が
な
っ
た
。
邑
面
の
委
員
会
の
仕
事
は
そ
の
上
の
機
関
の
郡
農
村
委
員
会
が
指
示
し
、
郡
に
は
道
農
村
委
員
会
が
、
道
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

総
督
府
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
指
導
す
る
と
い
う
し
く
み
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
農
村
振
興
運
動
は
運
動
の
基
盤
を
自
然

村
に
お
く
一
方
、
面
レ
ベ
ル
か
ら
行
政
機
構
に
リ
ン
ク
し
て
監
督
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
．

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
中
で
金
融
組
合
自
体
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
か
．
こ
こ
で
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
前

半
に
か
け
て
の
金
融
組
合
の
機
構
的
変
遷
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
く
。
一
九
二
九
年
の
第
三
次
金
融
組
合
令
改
正
に
お
い
て
、
金
融

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

組
合
は
従
来
行
っ
て
き
た
共
同
購
入
、
委
託
販
売
な
ど
の
付
帯
業
務
を
や
め
、
「
金
融
業
務
に
主
力
を
向
け
し
む
る
」
こ
と
に
な
っ
た
。

す
で
に
一
九
一
〇
年
代
後
半
頃
か
ら
購
買
・
販
売
事
業
の
兼
営
に
失
敗
し
て
破
産
す
る
金
融
機
関
が
続
出
し
た
た
め
、
次
第
に
「
銀
行
の
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他
業
兼
営
不
可
論
」
が
お
こ
っ
て
い
た
が
、
産
米
増
殖
運
動
の
行
き
づ
ま
り
と
経
済
的
不
況
の
中
で
、
赤
字
組
合
を
多
く
出
し
て
い
た
金

融
組
合
も
、
こ
こ
で
こ
れ
を
法
令
化
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
改
正
法
令
に
反
し
、
金
融
組
合
は
恐
慌
下
の
農
村
の
窮
迫
を
救

い
、
貸
付
金
の
確
保
と
利
払
い
の
資
金
源
の
培
養
の
た
め
に
、
「
指
導
金
融
」
と
称
し
販
売
・
購
買
事
業
に
再
び
手
を
だ
す
よ
う
に
な
っ

　
　
（
8
）

て
い
っ
た
。
他
方
、
そ
れ
ま
で
都
市
組
合
に
お
い
て
民
選
を
認
め
て
い
た
理
事
に
つ
い
て
、
都
市
、
村
落
の
別
な
く
す
べ
て
官
選
と
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
朝
鮮
総
督
府
の
認
可
を
受
け
て
、
理
事
の
代
理
機
関
と
し
て
副
理
事
を
組
合
の
支
所
な
ど
に
お
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
．
そ
し
て
、
一
九
三
三
年
の
第
五
次
金
融
組
合
令
改
正
に
お
い
て
、
各
道
金
融
組
合
連
合
会
、
金
融
組
合
中
央
金
庫
課
、

朝
鮮
金
融
組
合
協
会
が
合
併
さ
れ
、
朝
鮮
の
金
融
組
合
に
と
っ
て
唯
一
の
全
体
的
中
央
機
関
で
あ
る
朝
鮮
金
融
組
合
連
合
会
が
発
足
す
る

に
至
っ
た
．
こ
の
連
合
会
は
、
前
三
者
が
そ
れ
ま
で
扱
っ
て
き
た
全
朝
鮮
の
金
融
組
合
の
中
央
連
絡
業
務
を
一
括
し
て
と
り
扱
う
も
の
で

あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
金
融
組
合
は
、
法
的
に
は
一
時
的
に
付
帯
業
務
を
削
減

さ
れ
「
純
金
融
機
関
化
」
し
た
も
の
の
実
際
の
活
動
に
お
い
て
は
そ
の
復
活
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
機
構
的
に
中
央
統
制
体
制
が
一
層
整

備
・
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

朝鮮金融組合政策と朝鮮農村社会

2
、
組
合
増
養
計
画
と
殖
産
契
の
設
置

　
農
村
振
興
運
動
の
開
始
に
よ
っ
て
金
融
組
合
は
政
治
的
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
一
面
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
か

ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
多
く
の
金
融
組
合
が
経
営
難
に
陥
っ
た
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
金
融
組
合
に
対
す
る
非
難
が
増
長
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
．
以
前
か
ら
、
金
融
組
合
は
庶
民
金
融
を
め
ざ
し
て
出
発
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
利
用
が
地
主
な
ど
の
富
裕
な
農
民
に
偏
り
が
ち
で

あ
る
と
い
う
非
難
が
聞
か
れ
た
が
、
農
村
振
興
が
一
大
事
業
と
な
っ
て
か
ら
は
、
こ
れ
が
ま
す
ま
す
あ
ら
わ
に
な
っ
た
。
そ
の
う
え
、
法

的
に
兼
業
が
廃
止
さ
れ
、
金
融
組
合
が
農
家
指
導
業
務
を
廃
止
し
て
し
ま
っ
て
ど
う
や
っ
て
農
村
の
救
済
が
で
き
る
の
か
と
い
う
声
も
高

　
　
ハ
　
レ

ま
っ
た
．
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
し
農
村
振
興
運
動
の
推
進
に
も
対
応
す
る
た
め
に
、
組
合
内
で
一
九
二
〇
年
代
後
半
頃
か
ら
、
貨
幣
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経
済
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
小
農
階
級
を
標
的
に
し
て
全
農
家
を
組
合
運
動
に
組
み
入
れ
運
動
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
声
が
起
き

て
き
た
。
こ
う
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
全
農
家
包
容
運
動
」
と
か
「
組
合
降
下
運
動
」
と
か
い
わ
れ
る
運
動
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
早
く
も
一
九
二
九
年
の
第
一
回
金
融
組
合
大
会
に
お
い
て
、
総
督
府
の
意
向
を
代
弁
す
る
も
の
と
し
て
組
合
員
三
割
包
容
方
針
が
可
決

さ
れ
た
．
一
九
三
二
年
頃
か
ら
は
、
五
割
増
容
を
新
目
標
と
し
て
樹
立
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
翌
三
三
年
に
朝
鮮
金

融
組
合
連
合
会
が
設
立
さ
れ
る
と
、
連
合
会
も
増
容
方
針
を
強
調
し
、
同
年
末
に
は
第
一
次
金
融
組
合
増
容
五
力
年
計
画
が
樹
立
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
一
九
三
三
年
か
ら
三
七
年
ま
で
の
五
年
間
に
総
世
帯
の
五
割
を
包
容
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
三
八
年
五
月
の
連

合
会
支
部
長
協
議
会
に
お
い
て
、
一
九
四
二
年
ま
で
の
五
年
間
に
農
家
世
帯
数
の
八
割
包
容
を
目
標
と
す
る
第
二
次
組
合
員
増
容
計
画
が

　
　
　
（
1
0
）

決
定
さ
れ
た
．

　
こ
の
「
降
下
運
動
」
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
最
大
の
懸
案
と
な
っ
た
の
が
貧
農
を
ど
の
よ
う
に
組
み
入
れ
て
ゆ
く
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
．
貧
農
の
大
半
は
個
人
で
は
組
合
加
入
金
も
支
払
え
な
い
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
。
か
り
に
強
引
に
加
入
さ
せ
た
と
し
て
も
、
担
保

力
の
な
い
彼
ら
に
組
合
を
利
用
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
貸
付
金
の
回
収
難
が
予
想
さ
れ
、
組
合
と
し
て
は
相
当
の
危
険
も
覚
悟
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
考
え
出
さ
れ
た
の
が
、
こ
れ
ら
の
貧
農
達
を
ま
と
め
て
団
体
と
し
て
組
織
し
、
こ
れ
に
法
人
資
格
を

与
え
て
、
こ
の
団
体
を
金
融
組
合
に
加
入
さ
せ
る
と
い
う
方
法
で
あ
っ
た
．
す
で
に
降
下
運
動
が
始
ま
る
以
前
か
ら
農
村
指
導
や
購
買
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

業
を
行
う
際
、
個
々
の
組
合
で
そ
の
目
的
に
合
わ
せ
た
「
契
」
を
組
織
さ
せ
、
効
果
を
あ
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
前
例
を
ふ
ま
え
て
、
金
融
組
合
に
よ
る
農
村
掌
握
の
推
進
の
た
め
に
積
極
的
に
組
合
区
域
内
に
い
く
つ
も
の
団
体
を
結
成
さ
せ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

こ
れ
を
「
金
融
組
合
細
胞
組
織
」
と
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
は
じ
め
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
に
応
ず
る
形
で
一
九
三
〇
年
に
発
足
し
た
の

が
「
相
互
連
帯
保
証
契
」
で
あ
る
．
こ
れ
は
、
資
産
の
な
い
階
層
の
者
を
五
～
十
名
程
度
の
団
体
に
組
織
さ
せ
、
こ
の
団
体
に
対
し
て
金
融

組
合
が
資
金
貸
付
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
、
契
員
は
借
用
証
に
対
し
相
互
に
責
任
を
も
ち
相
互
に
監
視
し
あ
う
組
織
で
あ
っ
た
．
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

互
連
帯
保
証
契
は
農
村
振
興
運
動
下
で
育
成
さ
れ
、
一
九
三
三
年
に
正
式
に
発
足
す
る
「
殖
産
契
」
へ
と
再
組
織
化
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
．

52



朝鮮金融組合政策と朝鮮農村社会

　
殖
産
契
の
前
身
に
な
っ
た
も
う
ひ
と
つ
の
組
織
は
「
準
殖
産
契
」
で
あ
る
．
三
〇
年
代
に
入
る
前
か
ら
各
金
融
組
合
に
よ
り
農
村
の
振

興
を
目
的
と
し
て
、
「
養
牛
殖
産
契
」
、
「
相
愛
契
」
、
「
殖
牛
契
」
、
「
協
同
組
合
」
な
ど
の
名
称
で
種
々
の
部
落
指
導
が
試
み
ら
れ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

が
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
農
村
組
織
化
の
方
法
と
し
て
こ
れ
ら
の
準
殖
産
契
が
注
目
を
あ
び
だ
し
た
。
相
互
連
帯
保
証
契
が
個
人
を
組
織
す

る
団
体
で
あ
る
の
に
対
し
、
準
殖
産
契
は
部
落
単
位
で
組
織
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
金
融
組
合
員
以
外
の
農
民
も
組
織
し
、
金
融
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

の
指
導
の
も
と
に
主
と
し
て
購
買
・
販
売
事
業
や
そ
の
他
の
共
同
・
共
済
事
業
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
金
融
組
合
の
指

導
の
も
と
に
貧
農
を
団
体
と
し
て
組
織
し
金
融
組
合
の
下
部
機
構
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
農
村
の
組
織
化
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
三
五
年
は
農
村
振
興
運
動
の
一
つ
の
画
期
と
み
な
さ
れ
る
。
宇
垣
総
督
は
十
力
年
計
画
を
た
て
運
動
を
全
部
落
に
及
ぼ
す
と
い
う

方
針
を
指
示
し
た
。
農
村
振
興
委
員
会
で
は
こ
れ
を
う
け
て
こ
の
年
の
始
め
に
十
力
年
計
画
拡
充
計
画
を
作
成
、
三
五
年
か
ら
四
七
年
の

あ
い
だ
に
七
万
四
八
○
○
余
り
に
の
ぼ
る
朝
鮮
の
全
部
落
を
指
定
農
村
と
し
．
窮
乏
農
家
の
す
べ
て
に
更
生
計
画
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
、
農
村
振
興
運
動
の
量
的
拡
充
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
一
段
と
部
落
単
位
の
指
導
を
重
視
す
る
方
向
を
示
す
も
の

　
　
（
弼
）

で
あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
拡
充
さ
れ
た
農
村
振
興
運
動
下
で
金
融
組
合
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
．
特
に
部
落
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
郡
島
、
邑
面
な
ど
の
行
政
機
構
を
中
心
と
し
て
計
画
が
遂
行
さ
れ
る
と
な
っ
て
い
た
も
の

の
、
実
際
は
、
「
指
導
上
有
利
有
数
の
地
位
に
あ
る
金
融
組
合
、
学
校
、
警
察
其
の
他
の
積
極
的
進
出
に
依
る
協
力
が
最
も
必
要
」
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
π
）

り
、
こ
れ
ら
の
機
関
が
「
郡
守
の
統
制
下
に
於
て
夫
々
の
分
野
に
応
じ
各
部
落
の
指
導
に
普
遍
的
に
協
力
す
る
こ
と
」
が
期
待
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
動
き
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
一
九
三
五
年
八
月
に
殖
産
契
令
が
発
布
さ
れ
た
．
こ
れ
は
、
農
村
振
興
運
動
が
個
々
の
農
家
よ

り
部
落
指
導
に
重
点
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
．
従
来
部
落
指
導
に
あ
た
っ
て
ぎ
た
準
殖
産
契
な
ど
の
任
意
団
体
を
法
人
化

し
、
経
済
活
動
の
主
体
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
殖
産
契
は
、
部
落
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
地
区
内
に
居
住
す
る
者
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

っ
て
組
織
さ
れ
、
「
契
員
の
隣
保
共
助
の
精
神
に
基
い
て
契
員
の
経
濟
の
爽
達
を
企
圖
共
同
事
業
を
螢
む
」
こ
と
を
目
的
と
し
、
生
産
物
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の
共
同
販
売
、
農
業
用
品
並
び
に
農
家
経
済
用
品
の
共
同
購
入
、
共
同
施
設
、
産
業
の
指
導
、
共
済
事
業
な
ど
の
諸
活
動
を
な
す
と
さ
れ

た
．
す
な
わ
ち
、
殖
産
契
と
い
う
形
で
小
農
を
一
団
と
し
、
そ
の
団
体
に
法
人
格
を
与
え
て
こ
れ
を
強
制
的
に
金
融
組
合
ま
た
は
産
業
組

合
に
加
入
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
殖
産
契
の
設
置
は
、
金
融
組
合
に
よ
る
農
村
の
組
織
化
を
考
察
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
．
第
一
に
、
金
融
組
合
の
下
部

機
構
と
し
て
殖
産
契
が
設
置
さ
れ
、
貧
農
層
に
部
落
単
位
の
団
体
と
し
て
金
融
組
合
に
加
入
す
る
道
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
金
融
組

合
の
降
下
運
動
が
一
段
と
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。
第
二
に
、
こ
れ
ま
で
法
的
に
は
金
融
組
合
の
事
業
は
信
用
事
業
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、

こ
こ
で
再
び
購
買
・
販
売
事
業
が
組
合
運
動
の
重
要
な
要
素
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
こ
で
金
融
組
合
は
農
村
の
金

融
面
の
み
な
ら
ず
流
通
面
に
ま
で
進
出
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
農
村
振
興
運
動
の
方
向
と
も
相
ま
っ

て
、
金
融
組
合
に
お
い
て
も
部
落
単
位
の
指
導
が
一
層
強
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
こ
れ
以
後
全
鮮
の
主
要
部
落
で
殖
産

契
の
設
置
が
進
め
ら
れ
、
金
融
組
合
は
こ
れ
に
よ
っ
て
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
こ
の
点
は
波
形
昭
一
・
前
掲
書
が
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。

（
2
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
林
柄
潤
・
前
掲
書
を
参
照
の
こ
と
。
「
産
米
増
殖
計
画
」
に
関
す
る
代
表
的
研
究
に
堀
和
生
「
日
本
帝
国
主
義
の
朝
鮮

　
に
お
け
る
農
業
政
策
」
（
『
日
本
史
研
究
』
一
七
一
号
，
一
九
七
六
年
）
、
河
合
和
男
『
朝
鮮
に
お
け
る
産
米
増
殖
計
画
』
（
未
来
社
、
一
九
八
六
年
）

が
あ
る
．
こ
の
他
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
河
合
和
男
・
同
前
書
、
一
四
二
i
一
四
三
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
3
）
　
宇
垣
一
成
『
宇
垣
一
成
日
記
・
2
』
（
み
す
ず
書
房
．
一
九
八
○
年
）
．
八
一
〇
頁
。

（
4
）
　
農
村
振
興
運
動
に
つ
い
て
は
山
口
盛
講
述
『
宇
垣
総
督
の
農
村
振
興
運
動
』
（
財
団
法
人
友
邦
協
会
，
禰
九
六
六
年
）
、
宮
田
節
子
「
一
九
三
〇

年
代
目
帝
下
朝
鮮
に
お
け
る
『
農
村
振
興
運
動
』
の
展
開
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
二
九
七
号
）
、
宮
田
節
子
「
朝
鮮
に
お
け
る
『
農
村
振
興
運
動
』
1

　
扁
九
三
〇
年
代
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
朝
鮮
に
お
け
る
展
開
1
』
（
『
季
刊
現
代
史
・
2
』
、
一
九
七
三
年
）
、
富
田
晶
子
「
準
戦
時
下
朝
鮮
の
農
村
振
興

運
動
」
（
『
歴
史
評
論
』
第
三
七
七
号
、
一
九
八
一
年
九
月
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
．

（
5
）
　
八
尋
生
男
「
朝
鮮
に
於
け
る
農
村
振
興
運
動
に
つ
い
て
」
（
『
文
教
の
朝
鮮
』
一
九
三
三
年
四
月
号
）
、
一
〇
六
頁
。

（
6
）
　
八
尋
生
男
「
朝
鮮
に
お
け
る
農
村
振
興
運
動
を
語
る
』
（
『
資
料
選
集
・
朝
鮮
に
お
け
る
農
村
振
興
運
動
』
、
財
団
法
人
友
邦
協
会
、
一
九
八
三
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パ　パ　パ　ハ　パ
1110987）））））年
　　　　　　と

九
二
七
年
秋
か
ら
小
農
を
組
合
に
加
入
さ
せ
る
目
的
で
組
織
さ
れ
て
い
た

（
1
2
）

　
三
〇
年
六
月
）
、

（
1
3
）

（
1
4
）

　
ン
ダ
ン
」

　
よ
り
も
部
落
単
位
の
保
証
契
を
造
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

（
1
5
）
　
秋
定
嘉
和
・
前
掲
論
文
、
一
一
五
頁
。

（
1
6
）
　
富
田
晶
子
・
前
掲
論
文
、
八
O
頁
。

（
17
）
　
「
農
山
漁
村
振
興
運
動
に
関
す
る
農
林
局
長
演
説
要
旨
」
〈
一
九
三
五
年
〉
（
前
掲
・
『
資
料
選
集
・
朝
鮮
に
お
け
る
農
村
振
興
運
動
』
）
、

　
頁
．

（
1
8
）
　
『
連
合
会
十
年
史
』
、
十
噌
頁
。

十
九
頁
。

前
掲
・
『
朝
鮮
金
融
組
合
の
概
況
』
、
五
頁
．

文
定
昌
・
前
掲
書
、
二
二
三
頁
。

高
承
済
・
前
掲
『
植
民
地
金
融
政
策
の
史
的
展
開
』
、
一
五
二
頁
。

『
金
融
組
合
年
鑑
』
（
朝
鮮
金
融
組
合
聯
合
會
、
醐
九
三
九
年
）
、
三
－
五
頁
．

た
と
え
ば
、
山
内
生
「
金
融
組
合
の
降
下
運
動
と
信
用
契
」
（
『
金
融
組
合
』
第
二
二
号
、
一
九
三
〇
年
八
月
）
で
は
．
威
南
道
の
某
組
合
で
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
信
用
契
」
の
例
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

牟
田
利
彦
「
ど
う
し
た
ら
安
全
に
降
下
運
動
の
目
的
を
達
成
し
得
る
か
i
組
合
人
の
工
夫
研
鐙
を
望
む
ー
」
（
『
金
融
組
合
』
第
二
〇
号
、
一
九

　
　
　
　
三
頁
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
こ
の
後
も
た
び
た
び
見
ら
れ
る
。

秋
定
嘉
和
・
前
掲
論
文
、
二
四
i
二
五
頁
。

『
朝
鮮
金
融
組
合
の
現
勢
』
（
朝
鮮
金
融
組
合
聯
合
會
、
一
九
三
七
年
）
、
六
四
ー
六
五
頁
。
た
と
え
ば
「
新
春
座
談
會
・
各
道
施
設
ア
ン
デ
パ

　
　
（
『
金
融
組
合
』
第
四
〇
号
、
一
九
三
二
年
二
月
）
、
三
八
－
三
九
頁
で
は
、
平
北
道
や
全
南
道
で
一
九
一
三
年
頃
か
ら
相
互
連
帯
保
証
契

四
、
経
済
統
制
下
の
金
融
組
合

二
五
一

　
殖
産
契
の
設
置
は
、
末
端
の
農
村
に
ま
で
中
央
の
統
制
機
構
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
た
．
殖
産
契
令
発
布
後
、
朝

鮮
金
融
組
合
連
合
会
は
殖
産
契
の
事
業
を
扱
う
機
関
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、
一
九
三
六
年
四
月
に
は
連
合
会
内
に
事
業
部
を
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新
設
し
た
。
こ
れ
は
、
殖
産
契
設
置
を
推
進
し
た
西
崎
鶴
司
ら
の
示
唆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
西
崎
は
、
連
合
会
は
「
全
鮮
の
殖
産
契
を

一
手
に
引
受
け
て
統
制
し
て
行
く
こ
と
が
必
要
」
と
語
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
も
事
業
運
営
の
機
構
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
提
唱
し
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
殖
産
契
は
組
合
の
事
業
運
営
機
構
と
し
て
は
連
合
会
の
末
端
組
織
で
あ
り
、
金
融
組
合
は
殖
産
契
と
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

会
の
中
間
で
斡
旋
の
労
を
と
る
。
し
か
し
、
信
用
事
業
に
お
け
る
貸
借
関
係
で
は
金
融
組
合
が
直
接
の
債
権
者
に
な
る
。
特
に
、
殖
産
契

の
主
た
る
事
業
で
あ
っ
た
共
同
購
入
・
共
同
販
売
に
つ
い
て
は
、
政
務
総
監
通
達
に
よ
り
、
連
合
会
が
金
融
組
合
の
会
員
に
、
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

が
関
与
す
る
事
業
に
つ
い
て
統
制
さ
せ
る
こ
と
と
指
示
さ
れ
た
．
こ
の
よ
う
に
し
て
、
殖
産
契
に
よ
り
末
端
の
農
村
を
部
落
単
位
で
組
織

化
し
、
こ
れ
を
上
か
ら
の
統
制
に
組
み
込
ん
で
ゆ
く
こ
と
が
す
す
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
三
六
年
八
月
、
宇
垣
に
か
わ
っ
て
南
次
郎
陸
軍
大
将
が
新
総
督
に
就
任
し
た
。
南
総
督
は
就
任
後
の
道
会
議
に
お
い
て
、
農
村
振

興
運
動
に
つ
い
て
宇
垣
の
方
針
を
変
更
し
な
い
こ
と
を
表
明
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
緊
迫
化
し
つ
つ
あ
る
当
時
の
情
勢
に
あ
っ
て
農
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

振
興
運
動
は
、
「
國
防
を
完
成
す
る
爲
の
生
産
力
の
増
強
」
に
資
す
る
た
め
、
「
更
に
強
化
振
充
」
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
一
九
三
七
年
七

月
の
日
華
事
変
の
勃
発
以
降
朝
鮮
は
「
兵
姑
基
地
」
と
し
て
急
速
に
戦
時
動
員
体
制
化
し
て
ゆ
く
。
八
月
に
臨
時
資
金
調
整
法
が
公
布
さ

れ
、
金
融
組
合
も
こ
の
戦
時
予
算
の
調
達
の
た
め
の
統
制
経
済
体
制
に
組
み
込
ま
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
十
月
に
は
朝
鮮
資
金
自
治

調
整
団
に
、
金
融
組
合
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
三
七
年
か
ら
三
八
年
に
か
け
て
、
金
融
組
合
の
各
系
統
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

民
精
神
動
員
の
該
当
地
区
連
盟
に
加
入
し
「
特
設
防
護
団
」
が
結
成
さ
れ
た
．

　
こ
の
よ
う
な
戦
時
体
制
下
に
お
い
て
金
融
組
合
に
特
に
要
求
さ
れ
た
役
割
は
、
①
生
産
力
の
拡
充
、
②
国
民
貯
蓄
の
造
成
、
③
集
荷
配

給
の
合
理
化
、
の
三
大
事
項
で
あ
っ
た
。
第
一
の
生
産
力
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
従
来
通
り
低
利
の
農
業
資
金
の
貸
付
を
通
じ
て
農
家
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

済
を
指
導
す
る
役
目
を
果
た
す
こ
と
で
、
戦
時
体
制
下
の
「
當
局
の
生
産
増
強
諸
施
策
に
順
鷹
」
し
、
「
不
急
思
惑
的
資
金
の
放
出
抑
制
」

に
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
農
家
経
済
の
安
定
の
基
本
と
し
て
自
作
農
の
創
出
が
計
ら
れ
る
一
方
、
殖
産
契
を
一
層
拡
充
さ

せ
て
部
落
単
位
の
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
が
叫
ば
れ
た
。
金
融
組
合
は
殖
産
契
を
増
設
し
契
員
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
「
全
戸
加
入
・
全
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家
指
導
」
体
制
の
整
備
を
推
し
進
め
た
の
で
あ
る
。
金
融
組
合
連
合
会
は
、
一
九
三
八
年
か
ら
一
九
四
二
年
の
五
力
年
で
全
朝
鮮
の
主
要

部
落
に
全
面
的
に
殖
産
契
を
設
置
す
る
「
殖
産
契
五
力
年
設
置
計
画
」
を
打
ち
出
し
た
。
一
九
四
〇
年
に
は
国
民
総
力
運
動
が
開
始
さ
れ
、

こ
れ
に
よ
っ
て
農
村
振
興
運
動
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
創
出
さ
れ
た
国
民
総
力
連
盟
の
下
部
組
織
と
し
て
、
朝
鮮
全

土
に
国
民
総
力
部
落
連
盟
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
こ
で
、
部
落
単
位
の
生
産
拡
充
計
画
が
樹
立
さ
れ
、
殖
産
契
は
部
落
連
盟
と
一
体
に
な
っ

て
部
落
共
同
事
業
の
完
遂
の
た
め
に
協
力
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
部
落
生
産
拡
充
計
画
中
の
主
要
食
糧

で
あ
る
米
や
麦
の
増
産
に
関
係
す
る
部
落
共
同
施
設
に
助
成
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
際
そ
の
部
落
に
殖
産
契
が
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

さ
れ
て
い
る
場
合
は
こ
れ
が
殖
産
契
に
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
．
一
九
四
一
年
六
月
末
の
段
階
で
、
五
五
〇
〇
二
の
部
落
連
盟
の
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ち
約
六
五
％
の
三
五
六
四
七
が
、
翌
四
二
年
で
は
、
六
五
〇
八
○
の
部
落
連
盟
中
約
八
七
％
の
五
六
五
九
五
が
殖
産
契
に
包
含
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
殖
産
契
と
国
民
総
力
部
落
連
盟
と
の
一
体
化
が
い
か
に
強
力
に
推
し
進
め
ら
れ
た
か
が
わ
か
る
．
部
落
単
位
の
生
産
拡

充
政
策
は
殖
産
契
を
実
行
機
関
と
し
て
遂
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
第
二
の
国
民
貯
蓄
の
造
成
に
関
し
て
も
、
明
確
な
政
策
目
標
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
三
八
年
に
、
国
民
貯
蓄
造
成
運
動

が
開
始
す
る
．
こ
こ
で
、
年
度
ご
と
の
貯
蓄
総
額
の
目
標
が
設
定
さ
れ
、
「
中
央
地
方
ヲ
通
ジ
統
一
ア
ル
組
織
ノ
下
二
全
鮮
二
亙
リ
一
大

　
　
　
　
　
　
（
9
）

國
民
運
動
ト
シ
テ
」
貯
蓄
の
奨
励
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
都
市
に
お
い
て
は
官
公
署
や
会
社
、
町
会
、
銀
行
な
ど
、
農

村
に
お
い
て
は
農
村
振
興
会
や
共
励
組
合
な
ど
の
既
存
の
団
体
を
利
用
し
て
貯
蓄
組
合
を
結
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
銀
行
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

金
融
組
合
な
ど
の
一
般
の
金
融
機
関
も
集
金
制
度
を
拡
充
し
、
貯
蓄
の
吸
収
に
努
力
す
る
こ
と
と
通
達
さ
れ
た
の
で
あ
る
．
金
融
組
合
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

こ
の
国
民
貯
蓄
造
成
運
動
に
お
い
て
、
「
主
要
な
る
澹
當
機
關
と
し
て
當
局
の
施
策
に
順
鷹
し
凡
有
ゆ
る
努
力
を
盤
」
す
こ
と
と
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
早
急
な
貯
蓄
目
標
額
を
達
成
す
る
た
め
に
、
い
わ
ゆ
る
「
天
引
貯
蓄
」
が
実
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
．
こ
れ
は
、
「
所
得
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

其
ノ
根
源
二
於
テ
天
引
シ
貯
蓄
二
向
ケ
シ
ム
ル
」
政
策
で
、
棒
給
給
料
、
賃
金
、
賞
与
、
配
当
、
利
子
、
地
代
、
家
賃
、
売
上
金
、
な
ら

び
に
各
種
の
臨
時
収
入
に
至
る
ま
で
、
「
天
引
」
し
て
貯
蓄
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
農
村
に
お
い
て
は
、
籾
の
共
同
販
売
や
検
査
な
ど
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の
機
会
を
と
ら
え
て
こ
こ
で
天
引
き
し
て
貯
蓄
さ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
の
農
村
に
お
け
る
天
引
貯
蓄
推
進
の
担
い
手
と
し
て
、
農
村

に
広
く
基
盤
を
も
つ
金
融
組
合
が
期
待
さ
れ
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
金
融
組
合
は
政
府
が
主
導
す
る
籾
の
共
同
販
売
に
参
加
し
そ
の
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

金
支
払
を
担
当
し
た
。
ま
た
他
の
各
種
生
産
物
代
金
支
払
に
も
こ
れ
を
拡
張
し
、
天
引
貯
金
の
普
及
・
強
化
に
一
役
買
っ
た
の
で
あ
る
．

一
九
四
一
年
十
一
月
国
民
貯
蓄
組
合
制
度
が
発
表
さ
れ
る
と
、
金
融
組
合
は
そ
の
結
成
と
指
導
に
あ
た
っ
た
。

　
第
三
の
集
荷
配
給
の
合
理
化
と
い
う
面
で
も
、
殖
産
契
を
一
層
拡
充
さ
せ
、
こ
れ
に
よ
り
「
全
鮮
各
部
落
が
朝
金
聯
を
中
心
と
し
て
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
娼
）

鮮
的
に
統
合
し
集
荷
配
給
の
ル
ー
ト
網
を
形
成
す
る
」
こ
と
が
図
ら
れ
た
。
総
督
府
は
一
九
四
〇
米
穀
年
度
の
食
糧
計
画
を
た
て
た
際
、

輸
入
出
米
に
対
す
る
措
置
と
し
て
米
の
過
剰
道
に
出
荷
の
割
当
を
し
た
、
翌
一
九
四
一
米
穀
年
度
か
ら
は
単
に
輸
入
出
米
ぽ
か
り
で
な
く
、

朝
鮮
内
の
消
費
に
つ
い
て
も
配
給
に
必
要
な
米
を
各
道
に
割
当
て
供
出
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
供
出
は
、
総
督
府
よ
り
道
に
、
道
は
郡
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
妬
）

郡
は
面
に
、
面
は
各
部
落
に
、
部
落
は
各
農
家
に
、
そ
れ
ぞ
れ
供
出
数
量
の
割
当
を
さ
せ
る
と
い
う
上
か
ら
の
統
制
体
制
が
し
か
れ
た
。

こ
れ
に
と
も
な
い
一
九
四
一
年
五
月
の
金
連
支
部
協
議
会
で
、
農
業
生
産
資
材
等
の
配
給
及
び
農
産
物
の
集
荷
供
出
を
殖
産
契
に
よ
っ
て

一
挙
に
行
っ
て
ゆ
く
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
殖
産
契
の
倉
庫
の
拡
充
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
総
督
府
か
ら
助
成
金
の

付
与
と
連
合
会
の
自
己
資
金
に
よ
る
低
利
融
資
が
開
始
さ
れ
た
．
ま
た
、
米
の
集
荷
供
出
を
促
進
す
る
た
め
米
穀
奨
励
金
が
、
一
九
四
一

年
か
ら
生
産
者
に
交
付
さ
れ
た
．
そ
の
際
、
小
作
米
に
つ
い
て
は
地
主
が
小
作
に
立
て
替
え
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
資
金
的
余

裕
を
も
た
な
い
中
小
地
主
に
対
し
て
は
、
金
融
組
合
が
こ
れ
を
立
て
替
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
米
穀
買
受
人
に
対
し
、
連
合
会
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
17
）

そ
の
買
受
代
金
を
立
て
替
え
る
販
売
資
金
立
替
制
が
一
層
拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
集
荷
供
出
を
促
進
し
た
．

　
戦
時
情
勢
が
急
迫
を
つ
げ
る
に
つ
れ
、
殖
産
契
の
役
割
と
し
て
、
こ
の
集
荷
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
各
地
で
殖
産
契
単
位
の
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

同
出
荷
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
四
三
年
に
集
荷
配
給
の
統
制
機
関
と
し
て
各
道
に
糧
穀
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
る
と
、
金
融

組
合
は
そ
の
買
上
代
金
の
立
て
替
え
払
も
代
行
し
た
。
一
九
四
三
年
八
月
に
朝
鮮
食
糧
管
理
令
が
交
付
さ
れ
、
食
糧
の
集
荷
と
配
給
に
つ

い
て
一
層
強
権
的
な
上
か
ら
の
政
治
的
統
制
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
．
十
月
に
は
朝
鮮
食
糧
営
団
が
設
立
さ
れ
．
こ
れ
が
農
民
か
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ら
政
府
に
米
麦
を
売
却
す
る
委
託
を
う
け
る
と
い
う
形
で
、
強
制
的
に
米
穀
を
供
出
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
．
こ
の
時
営
団
が
政
府
の
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

て
替
え
払
を
行
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
金
融
組
合
が
代
行
し
た
．

　
以
上
の
よ
う
に
金
融
組
合
は
、
総
督
府
の
上
か
ら
の
政
治
力
に
よ
る
統
制
体
制
の
最
末
端
機
関
と
化
し
て
い
っ
た
．
特
に
殖
産
契
は
、

部
落
レ
ベ
ル
の
経
済
統
制
の
実
践
の
中
心
的
機
関
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

パ　　ハ　　パパパ　ハパパハハパパパハ馨9導醤ど馨9甚理す、9邑ヱ£三三色3↓

山
根
穗
「
第
一
回
産
業
組
合
理
事
會
議
に
就
い
て
」
（
『
金
融
組
合
』
第
一
〇
八
号
、
一
九
三
七
年
九
月
）
、
二
七
頁
．

『
連
合
会
十
年
史
』
、
一
〇
七
頁
．

「
道
會
議
に
於
け
る
南
総
督
訓
示
要
旨
」
〈
一
九
三
七
年
四
月
二
〇
目
〉
（
『
朝
鮮
』
第
二
六
四
号
、
一
九
三
七
年
五
月
）
、
五
i
六
頁
。

朴
福
來
編
・
前
掲
書
、
九
一
頁
．

『
連
合
会
十
年
史
』
、
六
八
頁
．

同
前
、
五
九
－
六
〇
頁
。

『
金
融
組
合
年
鑑
・
2
6
0
2
』
（
朝
鮮
金
融
組
合
聯
合
會
、
一
九
四
二
年
）
、
九
四
頁
．

『
連
合
会
十
年
史
』
、
六
四
頁
．

「
貯
蓄
奨
働
二
關
ス
ル
件
」
〈
政
務
総
監
通
達
・
一
九
三
八
年
五
月
二
一
日
〉
（
朝
鮮
金
融
組
合
聯
合
會
調
査
課
編
『
國
民
貯
蓄
造
成
運
動
に
關

　
　
　
一
』
、
朝
鮮
金
融
組
合
聯
合
會
、
一
九
四
〇
年
）
、
一
九
頁
．

同
前
、
二
〇
頁
。

『
連
合
会
十
年
史
』
、
六
六
頁
．

「
貯
蓄
奨
働
二
關
ス
ル
件
」
〈
政
務
総
監
通
達
・
一
九
四
〇
年
五
月
十
五
日
〉
（
前
掲
・
『
國
民
貯
蓄
造
成
運
動
に
關
す
る
資
料
・
ζ
）
、
二
七
頁
。

『
連
合
会
十
年
史
』
、
六
六
頁
、
朴
福
來
編
・
前
掲
書
、
九
二
頁
．

『
農
村
産
業
の
開
襲
上
か
ら
見
た
集
荷
配
給
問
題
』
（
朝
鮮
金
融
組
合
聯
合
會
、
一
九
三
八
年
）
、
八
頁
。

米
の
収
穫
期
を
も
と
に
し
て
た
て
た
年
度
で
、
十
一
月
か
ら
翌
年
十
月
ま
で
。

石
塚
峻
『
朝
鮮
に
お
け
る
米
穀
政
策
の
変
遷
』
（
財
団
法
人
友
邦
協
会
、
一
九
八
三
年
）
、
五
〇
頁
．

前
掲
・
『
金
融
組
合
年
鑑
・
2
6
0
2
』
、
一
二
一
一
－
一
一
四
頁
．

た
と
え
ば
、
土
屋
博
作
「
朝
鮮
に
於
け
る
統
制
糧
穀
の
共
同
販
費
」
（
『
金
融
組
合
』
第
一
六
二
号
、
一
九
四
二
年
四
月
）
、
野
村
一
雄
「
殖
産

59



法学研究60巻3号（’87：3）

契
再
検
討
」
（
『
金
融
組
合
』
第
一
六
五
号
、
一
九
四
二
年
七
月
）
な
ど
は
、
殖
産
契
単
位
の
集
荷
供
出
を
一
層
行
っ
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立

場
に
立
っ
て
い
る
し
、
下
脇
光
夫
「
籾
の
供
出
を
現
地
に
観
る
1
殖
産
契
を
中
心
に
ー
」
（
『
金
融
組
合
』
第
一
七
一
号
、
一
九
四
三
年
二
月
）
で
は
、

京
畿
道
楊
州
金
融
組
合
の
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）
　
石
塚
峻
・
前
掲
書
、
四
八
ー
四
九
頁
．

五
、
朝
鮮
社
会
の
対
応

60

　
金
融
組
合
が
、
総
督
府
の
推
進
す
る
農
村
振
興
運
動
下
で
部
落
レ
ベ
ル
の
農
村
組
織
化
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
こ
と
、
続
く
国
民
総

力
運
動
下
で
は
総
力
運
動
と
一
体
化
し
戦
時
体
制
の
最
末
端
機
関
と
し
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
本
章
で
は
、

こ
う
し
た
政
策
の
結
果
、
金
融
組
合
が
実
際
に
ど
の
程
度
朝
鮮
農
村
内
に
浸
透
し
．
政
策
的
効
果
を
あ
げ
て
い
た
の
か
、
そ
の
要
因
は
何

か
を
考
察
す
る
。

　
第
1
表
に
よ
れ
ば
一
九
三
〇
年
代
に
組
合
員
数
は
急
速
に
増
加
し
て
ゆ
く
。
世
帯
数
に
対
す
る
包
容
率
は
、
一
九
四
〇
年
代
前
半
で
は

都
市
金
融
組
合
が
二
〇
％
前
後
で
あ
る
の
に
対
し
、
村
落
金
融
組
合
は
五
〇
～
六
〇
％
と
な
っ
て
お
り
農
家
世
帯
の
方
が
は
る
か
に
多
く
、

農
村
部
で
金
融
組
合
に
よ
る
組
織
化
が
進
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
殖
産
契
に
は
金
融
組
合
の
組
合
員
で
な
い
者
も
包
容
さ
れ
て
お
り
、

契
員
数
は
第
2
表
に
見
る
よ
う
に
膨
大
で
あ
る
。
従
っ
て
、
非
組
合
員
の
契
員
ま
で
含
め
た
農
村
組
織
化
率
は
さ
ら
に
上
昇
す
る
。
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

四
〇
年
度
末
の
段
階
で
、
非
組
合
員
の
殖
産
契
員
の
概
数
は
二
二
万
七
六
九
〇
人
と
さ
れ
、
こ
れ
を
個
人
組
合
員
に
加
え
た
場
合
金
融
組

合
の
組
織
率
は
五
四
・
八
七
％
、
農
村
組
織
率
は
六
〇
％
程
度
に
は
ね
あ
が
る
。
そ
の
後
の
強
力
な
殖
産
契
増
容
計
画
に
よ
り
、
解
放
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に
は
一
〇
〇
％
近
く
に
ま
で
農
村
組
織
化
が
進
ん
だ
と
い
う
。

　
金
融
組
合
に
よ
る
朝
鮮
社
会
の
組
織
化
が
か
な
り
す
す
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、
政
策
の
実
績
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
第
3
表
で
示

さ
れ
る
よ
う
に
金
融
組
合
の
貯
蓄
額
は
驚
異
的
に
伸
び
て
い
る
．
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
預
金
者
が
随
時
動
か
せ
る
わ
け
で
は
な
い
貯
蓄
性
預



金
（
定
期
預
金
）
で
あ
り
朝
鮮
社
会
が
戦
時
下
の
資
金
動
員
体
制
に
動
員
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
．
朝
鮮
に
お
け
る
国
民
貯
蓄
造

成
運
動
は
そ
の
目
標
達
成
率
か
ら
す
る
と
日
本
内
地
の
実
績
を
上
回
り
、
中
で
も
金
融
組
合
の
貯
蓄
目
標
達
成
率
は
お
お
か
た
一
〇
〇
％

を
上
回
っ
た
（
第
4
表
）
。
一
九
四
一
年
に
お
け
る
国
民
貯
蓄
組
合
の
貯
蓄
総
額
中
、
金
融
組
合
指
導
下
の
貯
蓄
額
は
四
〇
％
に
の
ぼ
っ
た

　
パ
　
レ

と
い
う
。
こ
う
し
た
驚
異
的
な
実
績
は
、
金
融
組
合
が
い
か
に
朝
鮮
社
会
に
浸
透
し
、
「
天
引
貯
蓄
」
を
も
含
め
た
強
制
的
な
資
金
動
員

を
推
進
し
て
い
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。
一
九
四
二
米
穀
年
度
の
米
買
上
代
金
中
一
四
％
の
七
五
七
九
万
一
一
九
五
円
が
天
引
貯
蓄
さ
れ

朝鮮金融組合政策と朝鮮農村社会

第1表　金融組合組合員の包容率

年度末 組合員数④ 総世帯数⑤ ④／① 農家世帯数◎ ③／◎

1929 586，325 3，661，118 16．01 一 一
ユ933 1，003，648 3，859，789 26．00 ｝ 一
1934 1，178，538 3，925，541 30．02 一 一
1935 1，363，417 4，016，834 33．94 一 ㎝
1936 1，560，162 4，062，960 38．40 3，059，503 50．99

1937 1，633，513 4，217，214 38．73 3，058，755 53．40

ユ938 1，722，502 4，217，214 40．84 3，058，755 56．31

1939 1，965，288
一 一 一 一

1940 2，145，190 4，324，700 49．60

牟2，055，193
一

3，712，688 55．36

1941 2，312，436 4，386，558 52．72

＊2，226，310
一

3，784，289 58．83

1942 2，470，137 4，535，082 54．47

零2，372，337 3，855，810 61．53

（出所）前掲・r金融組合年鑑』（1939年〉，pp・4～5，『金融組合統計年報・昭

　　　和十七年度』（朝鮮金融組合聯合會，1944年），p．15より作成。

〈注）　＊は村落金融組合の個人組合員数と殖産契数の合計値，その上は都市

　　　金融組合員数を加えたもの。農村における普及度については，＊の方

　　　がより適確に表わされている。

第2表金融組合連合会と殖産契の購売・販売事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円

金連斡旋金組購販事業 殖産 契　事 業
年度別

購買高 販売高 契　数 契員数 購買高 販売高

1935 3，472 一
143

千名
　5 一 一

1936 9，578 664 1β45 55 692 472

ユ937 9，822 11，374 3，978 156 2，313 4，821

1938 14，654 41，335 8，022 305 5，365 13，554

1939 20，421 29，649 17，450 670 11，745 8，782

1940 22，666 120，505 26，579 1，121 13，344 48，233

1941 17，796 450，467 40，008 1，904 16，461 63，722

1942 16，753 471，211 47，083 2，492 18，915 92，528

1943 19，119 605，318 48，327 2，794 36，187 427，799

1944 17，ユ85 544，215 48，838 3，023 14，152 149，194

lq13 49，435 43，424 33，862 1，988 47，824 131，497

（出所）　朴福來編・前掲書，p．97。

（注）殖産契の事業年度は毎年7月1日から翌年6月末日まで
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第3表　金融組合の貯蓄実績
　　　　　　　　　（』1二位；千円）

年度末 貯蓄性預金 総預金

1936 157，540 162，355

1937 173，677 179，515

1938 221，909 229，036

1939 295，842 308，614

1940 420，553 432，142

1941 569，391 586，241

1942 735208
　　　，

753，931

1943 1，104，146 1，146，007

1944 1，700，937 1，751，876

1945 ？ 1，968，474

出所）朴福來編・前掲書，P．92。

注）貯蓄性預金は当座預金を控除した

　　もの。

事
業
よ
り
も
、
農
家
か
ら
農
産
物
を
買
い
あ
げ
る
販
売
事
業
の
伸
長
が
著
し
い
．

わ
か
る
、
第
5
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
一
九
四
〇
年
代
に
は
朝
鮮
の
米
の
総
生
産
量
に
対
す
る
供
出
量
は
年
々
上
昇
し
て
い
る
．

う
し
て
供
出
さ
せ
ら
れ
た
米
は
、
朝
鮮
の
物
産
中
最
大
の
貿
易
品
と
し
て
日
本
内
地
に
移
出
さ
れ
た
。

鮮
内
の
需
給
状
況
が
急
速
に
悪
化
し
て
い
っ
た
。
戦
時
中
に
朝
鮮
食
糧
営
団
理
事
と
な
り
米
穀
政
策
を
推
進
し
た
石
塚
峻
氏
の
推
算
に
よ

る
と
戦
争
末
期
の
米
の
需
給
状
況
は
第
6
表
の
よ
う
で
あ
っ
た
．

　
以
上
の
事
実
を
概
観
す
る
と
き
、
金
融
組
合
に
よ
る
朝
鮮
農
村
の
掌
握
・
統
制
は
か
な
り
す
す
ん
で
い
た
と
判
断
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
結
果
は
、
同
時
期
に
同
様
の
政
策
を
遂
行
し
て
い
た
満
洲
国
合
作
社
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
合
作
社
の
場
合
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら

四
〇
年
代
に
か
け
て
数
だ
け
は
多
く
設
立
し
た
も
の
の
、
政
策
の
め
ざ
す
中
国
農
民
の
動
員
に
は
失
敗
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
戦
時
体
制

下
の
統
制
も
れ
と
い
う
形
で
最
も
顕
著
に
表
れ
た
．
満
洲
国
政
府
が
強
力
な
政
治
力
を
行
使
し
て
農
産
物
の
出
荷
統
制
に
あ
た
っ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

の
，
出
荷
成
績
は
振
る
わ
ず
、
闇
で
大
量
の
糧
穀
が
物
価
が
騰
貴
し
て
い
る
華
北
へ
流
れ
て
い
っ
た
。
日
本
に
よ
る
在
来
農
村
社
会
の
掌

握
は
満
洲
国
で
は
な
し
え
な
か
っ
た
．
こ
の
よ
う
な
相
違
を
分
析
す
る
た
め
に
は
、
政
策
の
内
容
を
再
検
討
す
る
と
と
も
に
、
在
来
社
会

　
（
4
）

て
い
る
．
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
米
の
天
引
貯
蓄
が
各
道
各
年
度
一
律
に
一
四

％
な
さ
れ
他
の
農
林
水
産
物
に
つ
い
て
も
四
～
一
〇
％
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

　
（
5
）

と
で
、
こ
れ
は
為
政
者
の
側
が
朝
鮮
農
村
の
流
通
機
構
を
徹
底
的
に
掌
握
し
て
い

た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
集
荷
供
出
の
実
績
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
、
集
荷
に
つ
い
て
も
殖

産
契
を
中
心
と
し
て
強
力
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
第
2
表
に
よ
れ
ば
殖
産
契
と
金

融
組
合
連
合
会
斡
旋
の
購
買
・
販
売
事
業
は
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て

急
増
し
て
い
る
．
そ
の
う
ち
で
も
、
農
家
に
対
し
生
活
必
需
品
を
斡
旋
す
る
購
買

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
融
組
合
の
事
業
が
集
荷
供
出
に
偏
っ
て
い
た
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
太
平
洋
戦
争
勃
発
後
は
朝
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　　　　　　　　　　　　第4表 組合貯蓄造成率比較 （単位：100円、

年
　
　
　
次

日　　　本　　　内　　　地 朝　　　　　鮮

全　　国 b 産業組合
d
τ
（％）

全朝鮮 f 金融組合 h
一
9
（
％
）

目標
（a）

実績
（b）

a
（
％
）

目標
（c）

実績
（d）

d
－
a
（
％
）

目標
（e〉

実績
（f）

e
（
％
）

目標

（9）

実績
（h）

h
下
（
％
）

1938

1939

1940

1941

1942

1943

8，000

10，000

12，000

17，000

23，000

27，000

7，333

10，202

12，817

16，026

｝
一

91．7

102．0

106．8

94．3

一
一

一
　
7
0
0
　
9
00
1
， 500

2，150

2，700

　414
　963
1，259

1，5P7

2，306

一

5．2

9．6

10．5

8．9

10．0

一

一
1
3
8
140

100

107

一

　200

　288

　500

　600

　900
1，200

209

390

576

755

一
一

104．5

135．4

115．2

125．8

『
一

30

60

10Q

120

170

210

48

74

125

149

166

｝

24．0

25．7

25．0

24．8

18．4

一

160

123

125

124

98

『

（出所）朝鮮金融組合聯浮脅編『國民貯蓄造成運動に關する資料・三』（朝鮮金融維合聯合会，1942年），p．19，

　　朝鯖金融組合聯’｝（自編『國民貯嵩造成運動に關する資料・四』（朝鮮金融組合聯合會，1943年〉，p。98よ

　　り作成。

　　　　　　　　　　　　　第5表　1940年代の米穀供出量　　　　　　　　　（単位二千石）

年次 糧穀総生産高 米穀総生産高 同供出量・車 同輸出量・率 雑穀輸入：量、

1940 44，776 21，527 9，208（42．8％） 4，232（19。79。） 885

1941 46，121 24，885 11，255（45．2） 6，278（25．2） 233

1942 33，556 15，687 8，750（55．8） 1，303（8．3） 1，185

1943 36，775 18，718 11，957（63．9） 4，121（22．O） 2，057

1944 39，490 16，501 9，634（58．4） 1，756（10．6） 1，686

（出所） ホト頽』1宋編・前掲書，P．90より作成。

　　　　　　　　　第6表　戦争末期の米穀の需給状況 （単位：石）

項　　目 1944米穀年度 1945米穀年度

供給／　　生産高 18，719，000 16，606，000

用途／　　政府買上け

　　　　農家の消費

11，956，0㏄

6，763，000

9，449，000

7，151，000

買上米　　日本への移出

の処理／軍用米

　　　　次年度への繰越

　　　　朝鮮内への配給

2，736，529

1，384，000

　263，000

7，572，471

1，487，000

　500，000

　49，000
7，413，000

（出所）石塚峻・前掲晋，p，6Q。
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の
性
格
に
つ
い
て
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
政
策
の
内
容
を
再
検
討
す
る
。
満
洲
国
合
作
社
は
朝
鮮
金
融
組
合
を
モ
デ
ル
に
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
両
者
の
性

格
や
政
策
内
容
は
き
わ
め
て
似
通
っ
て
い
る
．
一
九
三
三
年
の
朝
鮮
金
融
組
合
法
を
一
九
三
四
年
設
立
当
初
の
金
融
合
作
社
法
と
比
較
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

る
と
そ
の
内
容
に
は
ほ
と
ん
ど
違
い
が
な
い
。
双
方
と
も
強
力
な
中
央
統
制
が
加
え
ら
れ
、
設
立
初
期
に
は
利
用
が
上
層
の
農
民
に
偏
っ

た
。
無
論
、
朝
鮮
と
満
洲
国
で
は
「
植
民
地
」
と
し
て
の
歴
史
が
全
く
異
な
る
。
一
九
三
〇
年
代
の
朝
鮮
は
す
で
に
日
韓
併
合
以
降
二
〇

年
の
歴
史
を
経
て
い
た
の
に
対
し
、
満
洲
国
の
歴
史
は
一
九
三
二
年
に
始
ま
る
．
そ
の
う
え
、
満
洲
国
は
形
式
上
は
「
独
立
国
」
で
あ
っ

た
の
だ
か
ら
、
も
と
も
と
植
民
地
と
し
て
の
統
制
は
朝
鮮
の
方
が
よ
り
強
力
に
露
骨
に
加
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
．

　
特
に
農
村
組
織
化
と
い
う
面
で
金
融
組
合
と
合
作
社
の
政
策
を
見
た
場
合
．
設
立
区
域
に
対
す
る
考
え
方
に
違
い
が
見
ら
れ
る
．
す
で

に
第
二
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
朝
鮮
金
融
組
合
は
設
立
に
際
し
、
一
律
に
行
政
区
域
を
単
位
と
す
る
の
で
は
な
く
、
経
済
交
通
や
慣
習
を

考
慮
す
る
こ
と
が
通
達
さ
れ
て
い
る
。
満
洲
国
合
作
社
の
場
合
は
、
基
本
的
に
は
一
県
一
合
作
社
と
い
う
広
大
な
区
域
に
合
作
社
設
立
が

な
さ
れ
、
し
か
も
完
全
な
行
経
一
致
方
針
が
と
ら
れ
行
政
区
域
に
従
っ
て
設
立
が
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
朝
鮮
金
融
組
合
の
方
が
在
来

社
会
の
特
色
や
慣
習
を
考
慮
し
そ
れ
に
対
し
て
柔
軟
な
対
応
を
と
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
方
針
は
一
九
三
〇
年
代
の
農
村
振
興

運
動
の
基
盤
が
行
政
村
目
面
で
は
な
く
そ
の
下
の
自
然
村
”
洞
に
置
か
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
一
層
徹
底
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
金
融

組
合
の
農
村
組
織
化
方
法
で
最
も
象
徴
的
な
も
の
が
殖
産
契
の
設
置
で
あ
る
。
殖
産
契
は
在
来
の
慣
習
で
あ
る
契
が
朝
鮮
社
会
に
果
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

て
い
る
役
割
の
大
き
さ
に
注
目
し
て
「
農
山
漁
村
の
振
興
の
爲
に
は
こ
れ
を
善
用
す
る
に
如
か
ず
」
と
い
う
立
場
か
ら
契
慣
習
を
利
用
し

よ
う
と
し
た
政
策
で
あ
っ
た
、
洞
単
位
で
結
成
さ
れ
る
契
が
多
い
こ
と
か
ら
金
融
組
合
の
指
導
体
系
の
単
位
も
洞
“
部
落
単
位
で
行
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

と
が
最
も
効
果
的
で
あ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
、
平
均
四
〇
戸
程
度
の
洞
を
一
団
と
し
た
殖
産
契
に
よ
る
部
落
指
導
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
満
洲
国
合
作
社
が
短
期
間
に
政
策
の
普
及
を
は
か
る
あ
ま
り
や
み
く
も
に
上
か
ら
の
政
治
力
に
よ
り
行
政
区
域
に
し
た
が
っ
て

農
村
を
組
織
化
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
朝
鮮
金
融
組
合
は
在
来
朝
鮮
社
会
の
慣
習
を
考
慮
し
徐
々
に
農
村
内
へ
浸
透
し
て
ゆ
き
、
こ
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（
11
）

れ
を
徹
底
的
に
利
用
す
る
形
で
農
村
の
組
織
化
を
は
か
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
と
関
連
し
て
、
政
策
の
対
象
と
な
っ
た
在
来
社
会
の
性
格
の
相
違
も
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
の
政
策
と
関
連
し
て
考
察

す
る
場
合
、
ま
ず
朝
鮮
の
村
落
と
中
国
の
村
落
の
性
格
の
相
違
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
朝
鮮
で
は
自
然
村
（
部
落
）
で
あ
る
洞
里
が

農
民
に
と
っ
て
の
実
質
的
な
自
治
単
位
と
な
っ
て
い
る
。
部
落
は
農
民
の
生
活
圏
で
あ
り
自
治
的
単
位
で
あ
る
と
同
時
に
経
済
的
に
も
自

給
自
足
的
性
格
が
き
わ
め
て
強
い
。
国
や
道
な
ど
の
上
層
の
行
政
単
位
か
ら
の
「
温
情
的
」
政
策
は
全
く
期
待
で
き
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

警
備
・
行
政
・
教
育
・
土
木
・
経
済
・
宗
教
な
ど
の
諸
般
に
わ
た
り
、
洞
を
単
位
と
す
る
契
が
発
達
し
た
。
契
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が

あ
り
そ
の
大
き
さ
も
目
的
も
多
様
で
あ
る
。
必
ず
し
も
す
べ
て
の
契
が
洞
を
単
位
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
そ
の
社
会
的
影
響
も
一
様

で
は
な
い
．
し
か
し
、
部
落
が
洞
契
と
い
う
形
で
相
互
扶
助
的
自
治
単
位
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
は
、
朝
鮮
農
村
の
性
格
を
考
察
す
る
上

で
重
要
で
あ
る
。
中
国
農
村
も
農
民
の
生
活
の
場
は
「
屯
」
と
呼
ば
れ
る
自
然
村
（
部
落
）
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
屯
を
単
位
と
す

る
凝
集
の
契
機
は
通
常
は
稀
薄
で
あ
る
。
屯
が
数
個
か
ら
十
数
個
集
っ
て
そ
の
上
の
行
政
村
を
構
成
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
国
家
権
力
の

側
の
便
宜
的
区
分
で
あ
り
、
農
民
の
社
会
生
活
と
は
乖
離
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
市
場
圏
は
や
は
り
十
数
個
程
の
自
然
村
を
包
括
す
る
規

模
が
あ
る
が
、
行
政
村
と
は
一
致
し
な
い
。
中
国
農
村
に
つ
い
て
農
民
の
生
活
圏
や
外
部
社
会
に
対
し
て
閉
鎖
性
を
示
す
単
位
を
市
場
圏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

に
ま
で
拡
大
す
る
考
え
が
出
て
き
た
こ
と
は
、
自
然
村
で
あ
る
屯
の
凝
集
の
契
機
が
稀
薄
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
こ
う
し

た
中
国
社
会
の
構
造
が
、
満
洲
国
が
推
進
し
た
行
経
一
致
に
も
と
づ
く
農
村
組
織
化
政
策
と
は
全
く
相
入
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は

す
で
に
分
析
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち
ぱ

　
朝
鮮
農
村
に
お
い
て
も
、
商
取
引
が
市
場
で
も
な
さ
れ
た
。
市
場
圏
は
部
落
よ
り
拡
が
る
。
し
か
し
朝
鮮
に
お
い
て
は
部
落
の
自
給
自

足
的
性
格
が
強
い
た
め
、
市
場
圏
を
農
民
の
生
活
圏
の
単
位
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
九
二
〇
年
代
に
お
い
て
、
人
口
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

人
当
た
り
の
年
間
の
市
場
取
引
高
は
、
一
人
当
た
り
生
産
物
の
価
格
総
額
の
十
％
に
満
た
な
い
．
ま
た
解
放
後
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
物
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

の
売
買
や
資
金
の
融
通
は
、
必
ず
し
も
市
場
で
行
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
部
落
内
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
一
般
に
農
民
は
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（
お
）

部
落
に
対
し
て
一
定
の
帰
属
意
識
を
持
つ
が
、
市
場
圏
に
対
し
て
は
こ
う
し
た
意
識
は
抱
か
な
い
。
朝
鮮
社
会
で
は
部
落
が
こ
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
π
）

閉
鎖
性
を
も
ち
、
部
落
を
越
え
た
何
ら
か
の
社
会
的
凝
集
の
契
機
は
稀
薄
で
あ
っ
た
。
部
落
を
越
え
て
｝
定
の
社
会
的
役
割
を
果
た
す
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

う
な
社
会
的
構
成
単
位
（
た
と
え
ぽ
階
級
や
ギ
ル
ド
な
ど
）
の
形
成
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
朝
鮮
農

村
に
対
し
、
総
督
府
や
金
融
組
合
が
行
っ
た
部
落
を
単
位
と
す
る
農
村
組
織
化
政
策
は
効
果
的
で
あ
っ
た
ろ
う
。
中
で
も
殖
産
契
に
よ
る

部
落
単
位
の
動
員
政
策
は
朝
鮮
農
村
社
会
の
特
徴
を
完
壁
に
利
用
し
た
政
策
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
中
国
社
会
と
比
べ
て
朝
鮮
社
会
は
部

落
単
位
の
閉
鎖
性
が
強
く
、
部
落
を
越
え
た
社
会
的
凝
集
の
契
機
に
欠
け
．
そ
れ
ゆ
え
部
落
を
丸
ご
と
中
央
に
動
員
す
る
上
か
ら
の
政
策

に
対
し
て
脆
弱
な
対
応
を
と
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
当
時
の
朝
鮮
社
会
と
満
洲
社
会
の
違
い
を
考
え
る
際
さ
ら
に
考
慮
す
べ
き
こ
と
は
、
在
来
社
会
に
お
け
る
流
通
機
構
の
発
達
の
違
い
で

あ
る
。
満
洲
の
場
合
、
大
豆
を
中
心
と
す
る
商
品
作
物
の
栽
培
が
行
わ
れ
、
一
九
世
紀
末
頃
か
ら
日
本
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の
国
際
市
場

に
直
結
す
る
形
で
流
通
機
構
の
発
達
が
見
ら
れ
た
。
在
来
の
資
本
も
あ
る
程
度
発
達
し
、
地
主
と
商
人
を
兼
ね
た
、
当
時
の
言
葉
で
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

「
土
着
資
本
」
が
在
来
中
国
社
会
の
流
通
機
構
を
支
配
し
て
い
た
。
満
洲
国
の
合
作
社
政
策
は
、
こ
の
土
着
資
本
を
排
除
し
よ
う
と
し
て

失
敗
し
た
の
で
あ
る
。
朝
鮮
の
場
合
は
、
満
洲
や
台
湾
の
よ
う
に
国
際
市
場
に
直
結
し
て
商
業
的
農
業
が
展
開
し
、
地
主
と
商
人
を
兼
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

た
土
着
資
本
が
活
動
す
る
と
い
う
形
に
は
な
ら
な
か
っ
た
．
も
と
も
と
朝
鮮
社
会
に
お
い
て
は
商
業
も
商
業
的
農
業
も
、
発
達
が
微
弱
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち
ば
　
　
　
い
ち
ば

あ
っ
た
。
流
通
機
構
も
未
発
達
で
、
農
民
は
市
場
で
生
産
物
を
商
品
化
し
、
市
場
と
市
場
の
間
を
行
商
人
が
往
来
す
る
と
い
う
状
態
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
い
ち
ば

っ
た
。
商
取
引
が
市
場
に
お
い
て
な
さ
れ
、
常
設
的
な
店
舗
が
発
達
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
農
民
の
購
買
力
が
店
舗
が
必
要
な
ほ
ど
発
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
21
）

し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
商
品
経
済
の
発
達
が
未
熟
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
市
場
取
引
高
が

生
産
高
に
比
し
て
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
．
こ
の
よ
う
に
在
来
の
資
本
や
流
通
機
構
が
未
発
達
な

社
会
は
、
上
か
ら
の
流
通
統
制
政
策
に
対
し
て
抵
抗
す
る
す
べ
を
持
た
ず
、
脆
弱
な
対
応
を
と
る
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
日
本
は
朝
鮮
社
会

に
政
治
的
面
の
み
な
ら
ず
、
流
通
面
ま
で
も
侵
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

66



朝鮮金融組合政策と朝鮮農村社会

　
併
合
以
降
、
朝
鮮
を
食
糧
基
地
と
み
な
し
、
米
の
生
産
に
農
業
の
モ
ノ
ヵ
ル
チ
ュ
ア
化
を
進
め
て
き
た
日
本
は
、
流
通
面
ま
で
も
押
え

て
い
た
．
一
九
二
〇
年
代
を
通
じ
て
百
町
歩
以
上
の
大
地
主
に
は
日
本
人
地
主
が
増
加
し
、
逆
に
朝
鮮
人
地
主
は
減
少
し
て
い
る
。
注
目

す
べ
き
点
は
、
朝
鮮
人
地
主
は
一
部
の
例
外
を
の
ぞ
き
そ
の
大
部
分
が
、
農
民
か
ら
徴
収
し
た
小
作
料
を
籾
の
ま
ま
販
売
す
る
地
主
専
業

者
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
人
地
主
は
、
農
家
の
庭
先
で
主
と
し
て
日
本
人
米
穀
商
に
籾
を
売
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
人
地
主
は
、
米
穀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

商
・
籾
揚
工
場
・
精
米
工
場
・
貿
易
商
を
兼
ね
て
い
た
。
特
に
、
日
本
に
移
出
す
る
米
穀
商
の
大
部
分
は
日
本
人
貿
易
商
で
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
米
を
商
品
化
し
貿
易
を
行
う
過
程
は
ほ
と
ん
ど
完
全
に
日
本
人
に
掌
握
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
国
際
市
場
に
連
結
す
る
形
で

発
達
し
た
在
来
の
流
通
機
構
を
土
着
資
本
が
支
配
し
て
い
た
満
洲
に
対
し
、
在
来
の
流
通
機
構
の
発
達
が
未
熟
で
、
農
産
物
の
商
品
化
過

程
を
日
本
人
に
お
さ
え
ら
れ
て
い
た
朝
鮮
で
は
、
日
本
に
よ
る
上
か
ら
の
統
制
政
策
の
結
果
が
異
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
も
、

日
本
の
統
制
政
策
に
対
し
て
朝
鮮
社
会
の
対
応
が
き
わ
め
て
脆
弱
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
原
因
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
他
に
若
干
補
足
す
る
な
ら
ば
、
い
う
ま
で
も
な
く
朝
鮮
は
半
島
で
あ
り
、
満
洲
は
中
国
の
辺
境
で
あ
る
．
広
大
で
関
内
中
国
社

会
と
続
い
て
い
る
満
洲
社
会
よ
り
も
狭
い
半
島
社
会
で
あ
る
朝
鮮
社
会
の
方
が
統
制
が
行
き
届
ぎ
易
い
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
．
先
に
指
摘

し
た
満
洲
国
で
集
荷
統
制
を
の
が
れ
た
糧
穀
が
闇
で
大
量
に
華
北
に
流
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
日
本
が
掌
握
し
き
れ
な
か
っ
た
中

国
社
会
内
部
で
の
満
洲
と
関
内
と
の
連
続
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
に
比
べ
て
朝
鮮
は
基
本
的
な
地
理
的
条
件
と
い
う
面
で
も
上
か
ら

の
統
制
に
弱
い
条
件
を
備
え
て
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

前
掲
・
『
金
融
組
合
年
鑑
・
2
6
0
2
』
、
三
四
ー
三
五
頁
。

金
森
裏
作
・
前
掲
論
文
、
三
九
〇
頁
。

「
金
融
組
合
指
導
下
に
於
け
る
國
民
貯
蓄
組
合
調
」
（
『
金
融
組
合
調
査
彙
報
』
、
一
九
四
二
年
八
月
）
、

朝
鮮
金
融
組
合
聯
合
會
編
『
國
民
貯
蓄
造
成
運
動
に
關
す
る
資
料
・
四
』
（
朝
鮮
金
融
組
合
聯
合
會
、

同
前
、
五
七
ー
五
九
頁
。

石
塚
峻
・
前
掲
書
、
六
〇
頁
。

十
三
頁
。

一
九
四
三
年
）
、

五
五
－
五
六
頁
。
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（
7
）
　
拙
稿
・
前
掲
「
『
満
州
国
』
の
合
作
社
政
策
」
を
参
照
の
こ
と
．

（
8
）
　
満
洲
国
合
作
社
設
立
時
に
は
、
朝
鮮
か
ら
多
数
の
金
融
組
合
員
が
指
導
に
行
っ
た
。

（
9
）
　
西
崎
鶴
司
「
殖
産
契
制
度
の
基
調
－
附
法
令
上
の
主
要
事
項
に
就
い
て
ー
」
〈
一
九
三
五
年
九
月
二
十
日
、
全
鮮
金
融
組
合
理
事
協
議
会
に
お

　
け
る
講
演
速
記
〉
（
『
金
融
組
合
』
第
八
七
号
、
一
九
三
五
年
十
二
月
）
、
二
九
頁
。

（
10
）
　
松
下
角
治
「
金
融
組
合
に
於
け
る
組
合
員
の
指
導
体
系
と
部
落
の
強
化
」
（
『
金
融
組
合
』
第
九
八
号
、
一
九
三
六
年
十
一
月
）
、
三
四
頁
。

（
1
1
）
　
金
融
組
合
の
理
事
で
あ
っ
た
朴
東
奎
氏
の
こ
と
ば
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
在
来
の
契
が
直
接
金
融
組
合
と
関
係
を
も
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

朝
鮮
の
一
般
民
衆
が
金
融
組
合
に
「
早
く
慣
れ
た
」
の
は
契
の
慣
習
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
（
一
九
八
三
年
七
月
・
聞
き
取
り
）
。

（
1
2
）
　
猪
谷
善
一
『
朝
鮮
経
濟
史
』
（
大
鐙
閣
、
一
九
二
八
年
）
、
二
六
ー
二
七
頁
、
善
生
永
助
「
朝
鮮
に
お
け
る
契
の
普
及
」
（
『
朝
鮮
学
報
』
第
七
輯
、

　
一
九
五
五
年
三
月
）
、
二
四
－
二
五
頁
。

（
1
3
）
　
こ
う
し
た
考
え
を
と
る
も
の
に
、
詔
曲
目
8
ρ
≦
白
昼
β
、
．
冒
貰
竃
二
轟
昏
昏
の
8
巨
聾
『
蓉
言
語
営
閃
弩
巴
O
露
轟
u
．
．
り
ぎ
～
婁
§
匙
亀

曽
帖
§
じ
O
肺
ミ
駐
）
く
8
漣
距
乞
。
す
＼
這
O
“
（
今
井
清
唄
・
中
村
哲
夫
・
原
田
良
雄
訳
『
中
国
農
村
の
市
場
・
社
会
構
造
』
、
法
律
文
化
社
、
一
九
七

九
年
）
、
ス
キ
ナ
ー
の
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
河
地
重
蔵
『
毛
沢
東
と
現
代
中
国
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七
二
年
）
、
古
島
和
雄
『
中
国

近
代
社
会
史
研
究
』
（
研
文
出
版
、
一
九
八
二
年
）
、
な
ど
が
あ
る
．
ま
た
拙
稿
・
前
掲
「
『
満
州
国
』
の
合
作
社
政
策
」
、
五
四
－
五
六
頁
を
併
せ
て

　
参
照
の
こ
と
．

（
1
4
）
　
『
朝
鮮
の
市
場
経
済
』
（
朝
鮮
総
督
府
、
一
九
二
九
年
）
、
二
四
八
ー
二
四
九
頁
。

（
1
5
）
　
一
九
六
九
年
八
月
に
お
け
る
蔚
州
郡
内
の
農
漁
村
十
部
落
の
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
日
用
品
購
入
の
際
、
部
落
内
に
商
業
セ
ン
タ
ー
が
あ
る

地
域
は
全
世
帯
の
七
〇
～
九
五
％
が
部
落
内
で
購
入
し
、
な
い
地
域
で
は
一
〇
～
三
〇
％
が
部
落
内
で
購
入
す
る
。
生
産
物
の
販
売
の
際
は
、
部
落

内
に
商
業
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
地
域
で
は
約
三
〇
～
七
〇
％
が
部
落
内
で
販
売
し
、
な
い
地
域
で
は
一
〇
～
三
〇
％
が
部
落
内
で
販
売
す
る
。
さ
ら
に
、

資
金
を
部
落
内
で
融
通
す
る
世
帯
は
全
世
帯
の
約
八
一
・
五
％
に
も
の
ぽ
る
（
金
吉
平
『
農
村
地
域
開
襲
州
關
魁
研
究
』
〈
高
麗
大
學
校
教
育
大

學
院
碩
士
論
文
〉
、
一
九
七
一
年
、
三
二
－
三
三
頁
）
。

（
1
6
）
崔
在
錫
・
前
掲
書
、
六
八
頁
、
七
九
－
八
○
頁
（
邦
訳
．
三
四
頁
、
四
四
頁
）
。
た
だ
し
、
崔
氏
は
行
政
村
で
あ
る
面
に
つ
い
て
、
設
立
後
五

〇
年
を
経
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
然
村
へ
の
転
換
を
認
め
て
い
る
．
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
い
う
自
然
村
と
は
主
と
し
て
面
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

（
17
）
　
出
Φ
呂
Φ
緩
。
劃
O
冨
磐
q
｝
敏
ミ
ミ
、
『
ぎ
害
ミ
誉
受
、
ぎ
図
ミ
§
、
出
貰
養
こ
d
三
お
邑
ぐ
ギ
Φ
聲
9
簿
再
帥
尉
ρ
竃
器
9
お
①
o
Q
ゆ
マ
㎝
ρ
（
鈴
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木
沙
雄
・
大
橋
喬
重
訳
『
朝
鮮
の
政
治
社
会
』
、
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
七
三
年
．
四
〇
頁
）
で
は
、
「
農
民
は
原
子
化
す
る
に
は
分
散
し
す
ぎ
て

お
り
、
自
己
認
識
も
、
凝
集
化
も
、
村
落
形
体
以
上
の
も
の
を
出
な
か
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
朝
鮮
で
は
、
村
落
を
統
合
し
よ
う
と
す
る
封
建
的
な
力

が
な
か
っ
た
た
め
、
い
っ
そ
う
強
め
ら
れ
た
．
」
と
し
て
い
る
．

（
1
8
）
　
き
§
も
●
F
　
ヘ
ソ
ダ
ー
ソ
ソ
は
本
書
の
随
所
で
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
．

（
1
9
）
　
拙
稿
・
前
掲
「
『
満
州
国
』
の
合
作
社
政
策
」
、
四
八
頁
．

（
2
0
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
朝
鮮
と
満
洲
・
台
湾
を
比
較
し
機
械
的
な
「
買
弁
抜
き
」
論
を
批
判
し
た
も
の
に
、
大
谷
正
「
日
本
帝
国
主
義
植
民
地
支

配
の
特
質
に
つ
い
て
の
覚
書
1
『
買
弁
抜
き
』
論
批
判
1
」
（
『
歴
史
科
学
』
〈
大
阪
歴
史
科
学
協
議
会
機
関
誌
〉
第
六
〇
号
、
一
九
七
六
年
十
月
）

が
あ
る
。

（
2
1
）
　
梁
會
水
『
韓
國
農
村
釧
　
村
落
構
造
』
（
高
麗
大
學
校
出
版
部
、
一
九
六
七
年
）
、
五
一
七
頁
．

（
2
2
）
　
林
柄
潤
・
前
掲
書
、
二
五
一
ー
二
五
三
頁
。

六
、
結

語

朝鮮金融組合政策と朝鮮農村社会

　
朝
鮮
金
融
組
合
は
、
日
本
が
食
糧
基
地
と
し
て
期
待
す
る
朝
鮮
に
対
し
、
そ
の
農
村
を
建
て
直
し
、
掌
握
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
中
央
の
厳
し
い
監
督
・
統
制
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
以
降
、
金
融
組
合
は
総
督
府
が
遂
行
し
た
農

村
振
興
運
動
と
そ
れ
に
続
く
国
民
総
力
運
動
の
実
行
機
関
と
し
て
戦
時
体
制
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
統
制
経
済
の
実
績
か
ら
見
て
も
、

金
融
組
合
政
策
に
よ
る
朝
鮮
農
村
の
掌
握
は
か
な
り
進
ん
で
い
た
と
い
え
る
．
こ
れ
は
や
は
り
三
〇
年
代
に
満
洲
国
で
遂
行
さ
れ
た
合
作

社
政
策
が
中
国
農
村
の
掌
握
に
失
敗
し
た
の
と
は
き
わ
め
て
対
照
的
で
あ
る
．

　
金
融
組
合
と
合
作
社
の
こ
の
違
い
の
原
因
は
、
上
か
ら
の
政
策
と
在
来
社
会
の
特
徴
の
中
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
政
策
の
内
容
を
検
討
し

た
場
合
．
両
者
は
非
常
に
似
通
っ
て
い
る
が
、
農
村
組
織
化
の
方
針
に
違
い
が
見
ら
れ
る
．
す
な
わ
ち
、
金
融
組
合
は
在
来
社
会
の
特
色

や
慣
習
を
考
慮
し
て
こ
れ
を
利
用
す
る
方
向
で
朝
鮮
農
村
を
組
織
化
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
合
作
社
は
在
来
社
会
を
排
除
す
る
方
向
で
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合
作
社
の
普
及
を
図
っ
た
。

　
一
方
、
在
来
社
会
の
構
造
に
も
違
い
が
見
ら
れ
る
。
金
融
組
合
が
動
員
を
図
っ
た
朝
鮮
の
部
落
は
自
給
自
足
的
性
格
が
濃
く
閉
鎖
的
で

あ
っ
た
。
逆
に
見
れ
ぼ
朝
鮮
社
会
は
、
部
落
を
越
え
た
社
会
的
凝
集
の
契
機
が
き
わ
め
て
薄
い
。
さ
ら
に
、
朝
鮮
で
は
、
満
洲
の
よ
う
に

国
際
市
場
と
直
結
し
た
商
品
経
済
の
発
達
は
見
ら
れ
ず
、
在
来
の
資
本
や
流
通
機
構
の
発
達
が
微
弱
で
あ
っ
た
．
こ
う
し
た
と
こ
ろ
が
、

土
着
資
本
が
在
来
の
流
通
機
構
を
支
配
し
て
い
た
満
洲
と
全
く
異
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
の
特
徴
も
、
朝
鮮
社
会
が
満
洲
社
会
に
比

し
て
、
上
か
ら
の
統
制
・
組
織
化
政
策
に
対
し
脆
弱
で
あ
っ
た
原
因
を
示
唆
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
朝
鮮
に
お
い
て
日
本
が
行
っ
た
金

融
組
合
政
策
は
、
元
来
上
か
ら
の
動
員
に
弱
い
性
格
を
持
っ
た
在
来
朝
鮮
社
会
に
対
し
、
朝
鮮
社
会
の
特
徴
を
利
用
す
る
形
で
行
わ
れ
た

政
策
で
あ
っ
た
．
そ
れ
ゆ
え
、
朝
鮮
社
会
の
対
応
は
脆
弱
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
点
は
他
の
植
民
地
と
比
べ
た
場
合
、
朝
鮮
に
お
け
る

日
本
の
統
治
の
特
徴
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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〔
付
記
〕
　
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
清
水
福
民
、
朴
東
奎
両
氏
を
は
じ
め
、
多
く
の
元
金
融
組
合
関
係
者
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。
ま
た
、
資
料
収
集

に
つ
き
、
金
永
善
、
朴
信
映
、
李
柱
益
、
鐸
木
昌
之
、
太
田
寿
美
子
、
倉
田
秀
也
．
そ
の
他
の
方
々
が
ご
助
力
下
さ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
の
桜
井
浩
、
東
京
経
済
大
学
の
村
上
勝
彦
両
先
生
に
は
、
草
稿
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
深
く
感
謝
申

し
あ
げ
る
と
と
も
に
、
本
稿
の
出
版
を
見
る
こ
と
な
く
逝
去
さ
れ
た
朴
東
奎
氏
（
元
韓
国
財
務
長
官
）
の
ご
冥
福
を
祈
る
。


